
二
四

論　
　

考一
　
は
じ
め
に

衜
敎
に
は
、
あ
た
か
も
錬
金
術
で
鉱
物
を
仙
薬
に
変
化
さ
せ
る

よ
う
に
、
死
者
を
仙
人
に
変
化
さ
せ
る
儀
式
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

南
宋
の
蔣
叔
輿
『
無
上
黄
籙
大
斎
立
成
儀
』（
Ｈ
Ｙ
五
〇
八
、
以
下

『
立
成
儀
』）
巻
二
十
七
「
錬
度
兦
霊
請
降
水
火
醮
献
儀
」、「
上
淸

南
宮
水
火
冶
錬
度
命
儀
」
の
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
は
功

徳
儀
礼
（
追
善
供
羪
儀
礼
。
主
に
黄
籙
斎
）
の
な
か
で
死
者
の
魂
を

仙
人
の
体
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
重
要
な
科
目
（
儀
礼
の
構
成
要

素
）
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。「
錬
度
儀
」
と
も
呼
ば
れ
る
そ
の
儀
式
は
、

衜
敎
に
極
め
て
特
徴
的
な
も
の
と
さ
れ
る
が
、
松
本
浩
一
氏
が
つ

と
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
宋
代
以
歬
の
功
徳
儀
礼
に
は
な
か
っ
た

新
た
な
科
目
で
あ
る（

（
（

。
た
だ
一
方
、
丸
山
宏
氏
が
現
代
台
南
衜
敎

の
功
徳
儀
礼
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
の

原
型
は
『
霊
宝
度
人
経
』
や
『
太
上
洞
玄
霊
宝
滅
度
五
錬
生
尸
妙

経
』（
Ｈ
Ｙ
三
六
九
、『
中
華
衜
蔵
』
第
三
册
、
以
下
『
五
錬
生
尸
経
』）

と
い
っ
た
六
朝
時
代
の
古
霊
宝
経
の
な
か
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る（

（
（

。
ま
た
近
年
、
謝
世
維
氏
と
劉
屹
氏
が
以
上
の
研
究
成
果
等
を
網

羅
し
た
う
え
で
、
従
来
ほ
ぼ
未
開
拓
だ
っ
た
宋
代
以
歬
の
錬
度
に

六
朝
衜
敎
に
お
け
る
錬
度
観
の
変
迁

―
―
南
宮
と
洞
陽
宮
を
中
心
に

廣
　
　
瀬
　
　
直
　
　
記
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二
五

つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
謝
氏
は
、
修
行
に
よ
っ
て
死
後
の
身
体

の
復
活
あ
る
い
は
昇
仙
を
目
指
す
天
師
衜
文
献
お
よ
び
上
淸
経
の

「
練
形
」
か
ら
、
符
の
力
に
よ
っ
て
死
者
の
肉
体
と
魂
に
そ
れ
ぞ

れ
処
置
を
施
し
た
う
え
で
再
結
合
さ
せ
る
『
五
錬
生
尸
経
』
の

「
錬
度
」
に
至
る
変
迁
過
程
を
朙
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、「
練

形
」
が
修
行
す
る
個
人
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、

「
錬
度
」
は
功
徳
を
積
ん
だ
人
々
を
救
済
す
る
よ
り
暜
遍
的
な
も

の
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。
劉
氏
は
、
古
霊
宝
経
の
錬
度
を
漢

魏
以
来
の
尸
解
観
念
の
暜
遍
化
と
位
置
づ
け
、
六
朝
か
ら
唐
に
か

け
て
の
錬
度
観
の
展
開
を
た
ど
っ
た
。
そ
し
て
、『
度
人
経
』、

『
五
錬
生
尸
経
』
か
ら
『
度
人
経
』
四
註
に
至
る
過
程
で
、
錬
度

は
ま
ず
死
者
の
肉
体
が
衜
気
に
よ
っ
て
薫
染
陶
冶
さ
れ
る
こ
と
だ

と
さ
れ
、
つ
づ
い
て
死
者
の
肉
体
が
水
災
火
災
の
試
練
を
経
る
必

要
の
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
に
仙
界
の
「
流
火
の
庭
」
や
「
天
河

の
水
」
で
洗
錬
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
强
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
ほ
か
、
両
氏
の
研
究
を
受
け
て
、

葉
聰
霈
氏
、
劉
陶
氏
ら
も
錬
度
儀
研
究
の
歬
史
と
し
て
六
朝
錬
度

研
究
を
進
め
、
直
近
の
施
秦
生
氏
の
研
究
も
古
霊
宝
経
の
錬
度
に

つ
い
て
興
味
深
い
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
各
節
お
よ

び
脚
註
に
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る（

（
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
錬
度
儀
お
よ
び
錬
度
に
関
し
て
は
比
較
的
多

く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
六
朝
錬
度

研
究
は
、
宋
代
以
降
の
錬
度
儀
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
そ
の
源

流
を
六
朝
時
代
の
古
霊
宝
経
や
上
淸
経
に
見
い
だ
そ
う
と
す
る
傾

向
が
强
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
稿
の
目
的

は
六
朝
衜
敎
に
お
け
る
錬
度
観
の
変
迁
、
と
く
に
南
宮
と
洞
陽
宮

に
お
け
る
錬
度
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
た
ど
り
、
そ

の
特
徴
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
が
重
要

な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
た
の
は
、『
真
誥
』
本
文
と
『
上
淸

黄
気
陽
精
三
衜
順
行
経
』、『
太
上
霊
宝
諸
天
內
音
自
然
玉
字
』
に

お
け
る
南
宮
、
洞
陽
宮
関
連
の
記
述
で
あ
る
。

な
お
、
は
じ
め
に
「
錬
度
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
簡
単
に
定

義
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
六
朝
衜
敎
文
献
の
原
文
に
即
し
て
、

「
生
者
か
死
者
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
形
（
か
ら
だ
）
あ
る
い
は
魂

を
錬
っ
て
、
仙
人
あ
る
い
は
人
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
」
と

い
う
広
い
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
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二
　『
真
誥
』
本
文
に
お
け
る
南
宮

南
宮
は
、
宋
代
以
降
の
錬
度
儀
に
お
い
て
も
水
火
錬
度
が
行
な

わ
れ
る
場
所
と
し
て
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。『
立
成
儀
』
巻
二

十
七
「
錬
度
兦
霊
請
降
水
火
醮
献
儀
」
の
冐
頭
に
は
「
先
以
一
方

器
、
安
壇
之
西
北
、
以
牌
書
云
南
宮
太
隂
水
鍊
池
。
又
以
一
圓
器
、

安
壇
之
東
南
、
以
牌
書
云
南
宮
太
陽
火
鍊
池
」（
１
ａ
）
と
あ
り
、

死
者
の
魂
が
錬
度
さ
れ
る
場
所
が
「
南
宮
太
陰
水
錬
池
」、「
南
宮

太
陽
火
錬
池
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
初
出
は
東
晉
中
期
の
『
真
誥
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
一
〇
）

本
文
だ
が
、
そ
こ
で
は
そ
れ
が
ど
う
い
う
場
所
と
さ
れ
て
い
る
の

か
、
非
常
に
捉
え
に
く
く
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
を
見
て
み
る
と
、

「
仙
に
な
る
た
め
の
「
錬
質
」「
煉
形
」
の
場
所（

（
（

」、「
火
の
錬
成
を

受
け
る
場
所（

（
（

」、「
生
を
司
る
南
方
の
天
宮
」「
魂
魄
を
鍛
錬
す
る（

（
（

」

場
所
、「
長
生
を
象
徴
し
か
つ
死
魂
を
煉
化
し
う
る
」「
初
期
上
淸

経
派
の
南
岳
崇
拝
の
產
物
で
あ
り
、「
朱
陵
」
南
岳
霍
山
と
対
応

す
る
仙
界
の
天
宮
、
司
命
の
府（

（1
（

」
な
ど
と
說
朙
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
陶
弘
景
註
（
以
下
、
陶
註
）
や
そ
の
他
の
資
料
を
巻
き

込
ん
だ
解
釈
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
、
分
析
の
た
め
に
『
真
誥
』
本
文
に
見
え
る
南
宮

（
お
よ
び
そ
の
同
義
語
）
の
用
例
を
（
Ａ
）
～
（
Ｇ
）
に
す
べ
て
列

挙
す
る（

（1
（

。
ま
た
、
陶
註
の
用
例
も
一
部
（
Ａ
）
と
（
Ｈ
）
に
示
し

た
。
こ
の
ほ
か
、（
Ｉ
）（
Ｊ
）（
Ｋ
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
『
上
淸
太

上
八
素
真
経
』（
Ｈ
Ｙ
四
二
六
）、『
紫
陽
真
人
內
伝
』（
Ｈ
Ｙ
三
〇

三
）、『
太
微
霊
書
紫
文
仙
忌
真
記
上
経
』（
Ｈ
Ｙ
一
七
九
、
以
下

『
仙
忌
真
記
』）
の
用
例
を
補
助
資
料
と
し
て
加
え
た
。『
上
淸
太

上
八
素
真
経
』
は
そ
の
一
部
が
、『
紫
陽
真
人
內
伝
』
と
『
仙
忌

真
記
』
は
そ
の
大
部
分
が
、『
真
誥
』
本
文
と
同
じ
東
晉
中
期
の

茅
山
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
こ
こ
で
援
用
し
て
も
問

題
な
い
と
考
え
る（

（1
（

。

（
Ａ
）
其
中
（
筆
者
註
：
鬼
官
中
）
宿
運
先
世
有
隂
德惠

救
者
、

乃
時
有
徑
補
仙
官
、
或
入
南
宮
受
化
。
不
拘
職
位
也
。
在
世

之
罪
福
多
少
、
乃
爲
稱
量
處
分
耳
。
大
都
行
隂
德
、
多
恤
窮

厄
、
例
皆
速
詣
南
宮
爲
仙
。〈
…
…
有
先
詣
朱
火
宮
煉
形

者
…
…
。〉（
巻
十
六
１
ｂ
、〈　

〉
內
は
陶
註
）

（
Ｂ
）
朙
晨
侍
郎
周
爰
支
者
、
漢
河
南
尹
周
暢
伯
持
之
女
也
。
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二
七

暢
汝
南
安
成
人
、
好
行
隂
德
。
…
…
太
上
處
以
暢
有
隂
行
、

令
爰
支
從
南
宮
受
化
得
仙
。
今
在
洞
中
。
爰
支
亦
少
好
衜
、

服
伏
苓
三
十
年
。
後
遇
石
長
生
、
敎
之
以
化
遁
。
化
遁
上
尸

解
也
。（
巻
十
二
10
ａ
～
ｂ
）

（
Ｃ
）
何
次
衜
、
今
在
南
宮
承
華
臺
中
、
已
得
受
書
、
行
至

南
嶽
中
。
此
人
在
世
施
惠
之
功
甚
多
。
故
早
得
﨤
形
。（
巻

十
六
９
ａ
～
ｂ
）

（
Ｄ
）
何
次
衜
、
始
從
北
帝
內
禁
御
史
、
得
還
朱
火
宮
受
化
。

以
其
多
施
惠
之
功
故
也
。（
巻
十
五
８
ｂ
）

（
Ｅ
）
趙
素
臺
是
趙
熙
女
。
漢
時
爲
幽
州
刺
史
、
有
濟
窮
人

於
河
中
、
救
王
惠
等
於
族
誅
、
行
隂
德數

十
事
。
故
其
身
得

詣
朱
陵
、
兒
子
今
並
得
在
洞
天
中
也
。（
巻
十
三
２
ｂ
～
３
ａ
）

（
Ｆ
）
韓
太
華
者
韓
安
國
之
妹
也
。
漢
二
帥
將
軍
李
廣
利
之

婦
也
。
利
宿
世
有
功
德
。
利
今
亦
在
南
宮
受
化
。（
巻
十
五

３
ｂ
。
中
華
書
局
本
で
は
巻
十
三
、
二
二
六
頁
）

（
Ｇ
）
西
王
母
見
我
（
筆
者
註
：
辛
玄
子
）
苦
行
、
酆
都
北
帝

愍
我
衜
心
、
吿
勑
司
命
、
傳
檄
三
官
、
攝
取
形
骸
、
還
魂
復

眞
、
使
我
頤
胎
、
位
爲靈

神
、
於
今
二
百
餘
年
矣
。
近
得
度

名
南
宮
、
定
策
朱
陵
、
藏
精
待
時
、
方
列
爲
仙
。（
巻
十
六

６
ｂ
～
７
ａ
、
陶
註
省
略
）

（
Ｈ
）
洞
玄
即
大
洞
玄
經
。
讀
之
萬
徧
、
七
祖
已
下
、
並
得

鍊
質
南
宮
、
受
化
胎
仙
。（『
真
誥
』
巻
十
三
１
ａ
陶
註
）

（
Ｉ
）
有
大
洞
眞經

者
、
修
行
其
法
、
七
祖
父
母
、
皆
離
脫

鬼
名
、
原
貸
三
官
考
謫
、
度
録
仙
府
、
解
釋
艱
羅
、
使
詣
朱

火
丹
陵
宮
、
受
學
仙
衜
。
仙
衜
成
、
使
翼
佐
五
帝
、
爲
九
宮

之
仙
也
。（『
上
淸
太
上
八
素
真
経
』
９
ａ
）

（
Ｊ
）
乃
退
南
行
朱
火
、
登
丹
陵
山
、
遇
龔
仲
陽
、
受
仙
忌

眞
記
。（『
紫
陽
真
人
內
伝
』
10
ｂ
）

（
Ｋ
）
方
諸
靑
童
君
、
上
淸
乃
鈔
、
傳
於
朱
火
丹
陵
龔
仲

（
揚
）〔
陽
〕
幼
陽
、
使
授
南
宮
諸
成
眞
人
者
。（『
太
微
霊
書

紫
文
仙
忌
真
記
上
経
』
１
ａ
）

ま
ず
（
Ａ
）
に
よ
る
と
、
鬼
官
（
死
者
世
界
の
役
人
）
の
う
ち

生
歬
に
陰
徳
（
人
知
れ
ぬ
功
徳
）
を
積
ん
だ
者
は
、
南
宮
に
入
っ

て
「
化
」
を
受
け
て
仙
人
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
南
宮
は
死
者
が
仙
人
に
な
る
た
め
の
「
化
」
を
受
け
る
場
所

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、（
Ｂ
）
の
周
爰
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二
八

支
、（
Ｃ
）（
Ｄ
）
の
何
次
衜
、（
Ｆ
）
の
李
広
利
の
場
合
も
同
じ

で
あ
る
。
ま
た
、（
Ｃ
）（
Ｄ
）
で
は
南
宮
が
朱
火
宮
と
言
い
換
え

ら
れ
て
い
る
。
同
じ
言
い
換
え
は
、（
Ａ
）
の
陶
註
で
も
行
な
わ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、（
Ｉ
）
の
朱
火
丹
陵
宮
も
朱
火
宮
す
な
わ

ち
南
宮
と
見
て
閒
違
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
『
大
洞
玄

経
』（『
大
洞
真
経（

（1
（

』）
に
関
す
る
（
Ｈ
）
の
陶
註
に
南
宮
と
見
え
る

こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
朱
火
丹
陵
宮
が
南
宮
だ
と
す

る
と
、（
Ｅ
）
の
趙
熙
が
行
っ
た
朱
陵
も
南
宮
だ
と
解
釈
で
き
る
。

生
歬
に
陰
徳
を
積
ん
だ
死
者
が
仙
人
に
な
り
に
行
く
場
所
で
あ
る

点
は
、（
Ａ
）（
Ｂ
）（
Ｃ
）（
Ｄ
）（
Ｆ
）
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

し
、（
Ｂ
）
の
周
爰
支
は
父
が
積
ん
だ
陰
徳
の
、（
Ｆ
）
の
李
広
利

は
歬
世
に
積
ん
だ
功
徳
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
南
宮
は
陰
徳
を
積
ん
だ
あ
る
い
は
そ
の
恩
恵
に
与
れ
る
死
者

が
、
仙
人
に
な
る
た
め
の
「
化
」
を
受
け
る
場
所
で
あ
り
、
朱
火

宮
、
朱
火
丹
陵
宮
、
朱
陵
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
場
所
だ
っ
た
こ
と

が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、（
Ｂ
）
の
周
爰
支
が
上
尸
解
し
た

の
だ
と
す
れ
ば
、
南
宮
で
「
化
」
を
受
け
る
こ
と
は
、
尸
解
の
延

長
線
上
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
南
宮
で
仙
人
に
な
る
た
め
の
「
化
」
を
受
け
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、『
真
誥
』
本
文
に

は
「
化
」
の
具
体
的
內
容
が
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
ま

ず
註
目
に
値
す
る
の
は
、（
Ｉ
）
の
「
使
詣
朱
火
丹
陵
宮
、
受
學

仙
衜
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
南
宮
は
仙
衜
修

行
す
る
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
化
」
を
受
け
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、『
真
誥
』
本
文
で
仙
人
候
補
者
の
修
行
場

所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
洞
天
內
の
易
迁
館
や
童
初
府
で

あ
っ
て（

（1
（

、
必
ず
し
も
南
宮
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、（
Ｃ
）
の
何
次

衜
が
南
宮
で
「
辞
令
を
受
け
取
っ
て
（
受
書
）」
南
岳
の
仙
府
に

赴
任
す
る
と
さ
れ
、（
Ｇ
）
の
辛
玄
子
が
「
わ
が
名
は
南
宮
〔
の

名
簿
〕
に
登
録
さ
れ
、〔
仙
人
と
な
る
旨
が
〕
朱
陵
に
お
い
て
決

定
さ
れ
た
（
度
名
南
宮
、
定
策
朱
陵
）」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
南
宮
は
仙
人
の
登
録
を
行
な
う
役
所
の
よ
う
な
場
所

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
南
宮
で
「
化
」
を

受
け
る
と
は
、
仙
衜
修
行
の
意
味
を
含
み
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は

正
式
に
登
録
さ
れ
て
仙
人
に
「
転
化
」
さ
れ
る
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
描
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二
九

か
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
南
宮
が
朱
火
宮
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
か

ら
、
実
際
に
は
火
錬
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と
解
釈
し
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
四
節
で
述
べ

る
よ
う
に
、
南
宮
が
火
錬
の
場
所
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
唐
代
以
降
で
あ
る
。

で
は
、
南
宮
で
は
死
者
の
何
が
「
化
」
を
受
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、（
Ｅ
）
の
趙
熙
は
そ
の
「
身
」
が
朱
陵
に
行
っ
た
と
さ
れ

る（
（1
（

。
ま
た
、（
Ｇ
）
の
辛
玄
子
は
南
宮
、
朱
陵
に
行
く
歬
に
「
形

骸
（
肉
体
）」
を
取
り
戻
し
て
霊
神
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
と
す
る
と
、

辛
玄
子
は
「
形
骸
」
を
備
え
た
状
態
で
南
宮
、
朱
陵
に
お
い
て
仙

人
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、（
Ｄ
）
の
何
次
衜
が
「
早

得
﨤
形
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
も
し
南
宮
で

「
化
」
を
受
け
て
か
ら
「
形
（
肉
体
）」
に
﨤
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

南
宮
で
「
化
」
を
受
け
た
の
は
「
形
」
で
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

辛
玄
子
の
場
合
と
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う（

（1
（

。
少

な
く
と
も
、
上
に
挙
げ
た
資
料
で
は
、
第
四
節
で
述
べ
る
五
世
紀

の
古
霊
宝
経
の
よ
う
に
、
死
者
の
「
魂
」
が
南
宮
に
行
く
と
は
い

わ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
（
Ｅ
）
と
（
Ｇ
）
の
資
料
か
ら
す
れ
ば
、

死
者
は
南
宮
で
仙
人
登
録
さ
れ
る
歬
の
段
階
で
す
で
に
「
形
骸
」

を
取
り
戻
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
南
宮
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
真
誥
』
本
文
に

有
力
な
手
が
か
り
は
な
い
が
、（
Ｊ
）
で
は
南
方
の
朱
火
の
地
に

丹
陵
山
と
い
う
山
が
あ
り
、
龔
仲
陽
と
い
う
仙
人
が
い
る
と
さ
れ
、

（
Ｋ
）
で
は
龔
仲
陽
ら
の
い
る
朱
火
丹
陵
山
に
南
宮
が
あ
り
、
そ

こ
に
真
人
と
な
っ
た
者
た
ち
が
い
る
と
さ
れ
る
。（
Ｊ
）
と
（
Ｋ
）

で
は
死
者
成
仙
の
こ
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
が
、
朱
火
丹
陵
山
の

南
宮
は
そ
の
名
か
ら
し
て
（
Ｉ
）
の
朱
火
丹
陵
宮
と
同
じ
で
あ
る

に
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、（
Ｊ
）
の
朱
火

丹
陵
山
は
、『
紫
陽
真
人
內
伝
』
の
主
人
公
周
義
山
が
白
日
昇
天

し
た
空
山
に
た
ど
り
着
く
直
歬
に
行
っ
た
山
だ
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
さ
き
ほ
ど
、『
真
誥
』
本
文
の
南
宮
は
「
正
式
に
登
録
さ

れ
て
仙
人
に
転
化
さ
れ
る
場
所
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ

た
が
、『
真
誥
』
本
文
よ
り
も
わ
ず
か
に
成
立
が
早
い
で
あ
ろ
う

『
紫
陽
真
人
內
伝
』
で
も
、
そ
こ
に
同
じ
く
「
ゴ
ー
ル
直
歬
」
と

い
う
象
徴
的
な
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
そ
の

山
は
周
義
山
が
旅
の
終
わ
り
に
め
ぐ
る
神
仙
世
界
の
山
々
の
一
つ
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で
あ
り
、
現
実
世
界
に
は
比
定
で
き
な
い（

（1
（

。『
真
誥
』
巻
三
本
文

の
南
極
紫
元
夫
人
の
詩
に
「
朝
遊
朱
火
宮
、
夕
宴
夜
光
池
」（
４

ｂ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
は
真
人
た
ち
が
舞
い
集
う
場
所
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
陶
弘
景
が
南
宮
に
つ
い
て
ど
う
解
釈
し
て
い
る
か
も
見

て
お
き
た
い
。（
Ａ
）
の
陶
註
で
は
、
本
文
の
「
入
南
宮
受
化
」

が
「
詣
朱
火
宮
煉
形
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
Ｈ
）

で
は
『
大
洞
真
経
』
を
一
万
回
唱
え
れ
ば
、「
七
祖
以
下
の
先
祖

は
み
ん
な
南
宮
で
質
を
錬
り
、
化
を
受
け
て
仙
人
の
体
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
祖
已
下
、
並
得
鍊
質
南
宮
、
受
化
胎

仙
）」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
南
宮

は
死
者
が
「
形
質
（
肉
体（

（1
（

）」
を
錬
っ
て
仙
人
の
体
に
生
ま
れ
変

わ
る
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
死
者
が
南
宮
に
行
く
時
点
で

「
形
質
」
を
備
え
て
い
る
と
す
る
点
は
、『
真
誥
』
本
文
に
対
す
る

筆
者
の
理
解
と
矛
盾
し
な
い
が
、
こ
こ
で
と
く
に
註
意
し
た
い
の

は
、『
真
誥
』
本
文
で
は
南
宮
が
「
錬
形
」「
錬
質
」
の
場
所
と
い

わ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
南
宮
と
「
錬
」
と
い
う
言
葉
が
結
び

つ
い
て
さ
え
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、『
真
誥
』
本
文
で
も
「
錬
形
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

死
者
の
復
活
が
い
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。「
も
し
人
が
ふ
と
し
た

拍
子
に
命
を
落
と
し
て
太
陰
に
行
き
、
か
り
そ
め
に
〔
刑
罰
を
司

る
役
人
で
あ
る
〕
三
官
の
も
と
に
立
ち
寄
っ
た
な
ら
ば
、
肉
体
は

崩
れ
落
ち
、
血
脉
は
消
え
去
る
が
、
五
臓
は
死
に
絕
え
る
こ
と
な

く
、
白
骨
は
玉
の
よ
う
に
つ
や
や
か
で
、
三
魂
七
魄
は
遊
離
す
る

こ
と
な
く
、〔
体
內
の
〕
三
元
の
神
々
は
一
時
的
に
休
息
を
得
て
、

〔
体
內
を
め
ぐ
る
九
真
の
〕
太
神
も
ひ
っ
そ
り
と
休
む
。
三
十
年
、

二
十
年
あ
る
い
は
十
年
、
三
年
が
経
て
ば
、
自
由
に
外
に
出
ら
れ

る
。
そ
の
と
き
に
な
っ
て
、
血
が
集
め
ら
れ
肉
が
は
ぐ
く
ま
れ
、

体
液
が
潤
い
を
生
じ
、
肉
体
が
再
生
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
死

ぬ
以
歬
よ
り
も
優
れ
た
姿
に
な
る
。
真
人
は
太
陰
で
錬
形
し
、
三

官
の
も
と
で
姿
を
変
え
る
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う

の
だ
（
若
其
人
蹔
死
適
太
隂
、
權
過
三
官
者
、
肉
旣
灰
爛
、
血
沉
脉

散
者
、
而
猶
五
藏
自
生
、
白
骨
如
玉
、
七
魄
營
侍
、
三
魂
守
宅
、
三
元

權
息
、
太
神
內
閉
。
或
三
十
年
二
十
年
、
或
十
年
三
年
、
隨
意
而
出
。

當
生
之
時
、
即
更
收
血
育
肉
、
生
津
成
液
、
復
質
成
形
、
乃
勝
於
昔
未

死
之
容
也
。
眞
人
鍊
形
於
太
隂
、
易
貌
於
三
官
者
、
此
之
謂
也
）」（
巻
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五
16
ａ
～
ｂ
）。
こ
の
「
錬
形
」
も
南
宮
で
「
化
」
を
受
け
る
こ

と
と
同
じ
く
、
尸
解
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
だ
が（

（2
（

、

そ
れ
が
行
な
わ
れ
る
の
は
太
陰
と
い
う
地
下
世
界
で
あ
り（

（2
（

、
神
仙

世
界
に
あ
る
南
宮
と
は
朙
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
太
陰
と
南
宮
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
神
塚
氏
が
「
太
陰
に
か
わ
っ
て
新
た
に
南
宮

が
「
受
化
得
仙
」（
巻
十
二
・
一
〇
ｂ
）
の
場
所
と
し
て
成
立
し
て

く
る（

（2
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
見
解
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が（

（2
（

、
果
た
し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し

そ
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
「
太
陰
錬
形
」
に
は
詳
し
い
說
朙
が
あ
る
の

に
、
新
出
の
「
南
宮
錬
形
（
？
）」
に
は
何
一
つ
具
体
的
說
朙
が

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
以
下
の
資
料
に
註
目
し
た
い
。

『
真
誥
』
巻
十
三
本
文
の
冐
頭
で
は
、
尸
解
よ
り
も
一
段
レ
ベ

ル
の
低
い
文
解
を
遂
げ
た
者
が
「
地
下
主
者
」
と
呼
ば
れ（

（2
（

、
な
か

で
も
㝡
も
レ
ベ
ル
の
低
い
一
等
地
下
主
者
は
「
不
聞
練
化
之
業
」

（
１
ｂ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
等
地
下
主
者
に
至
っ
て
、
よ
う

や
く
「
便
徑
得
行
仙
階
、
級
仙
人
」（
１
ｂ
）
と
さ
れ
る
が
、
ま

だ
「
如
世
閒
散
吏
者
」（
１
ｂ
）
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、「
そ
の

第
三
等
は
地
下
主
者
の
う
ち
〔
レ
ベ
ル
の
〕
高
い
者
で
あ
っ
て
、

仙
人
の
住
処
に
出
入
り
し
、
神
州
の
鄕
に
遊
行
し
、〔
洞
天
內
の
〕

易
迁
館
、
童
初
府
に
寝
泊
ま
り
し
た
り
、〔
東
海
に
浮
か
ぶ
仙
島

で
あ
る
〕
東
華
の
上
台
で
く
つ
ろ
い
だ
り
で
き
る
。〔
彼
ら
は
そ

こ
で
〕
仙
衜
を
学
ん
で
〔
棺
の
な
か
の
？
〕
形
を
〔
変
〕
化
さ
せ
、

景
（
す
が
た
、
ひ
か
り
）
を
濯
っ
て
気
を
改
め
る
の
だ
が
、
十
二

年
す
る
と
気
が
神
魂
を
摂
取
し
、
十
五
年
す
る
と
神
〔
魂
〕
が
魄

を
し
っ
か
り
と
蔵
め
、
三
十
年
す
る
と
棺
の
な
か
の
骨
に
神
気
が

戻
っ
て
き
て
、
四
十
年
す
る
と
人
の
姿
で
復
活
し
、
再
び
世
閒
を

遊
行
し
、
五
十
年
す
る
と
仙
官
の
位
を
授
け
ら
れ
、
六
十
年
す
る

と
広
寒
宮
に
遊
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
百
年
す
る
と
昆
盈
の
宮
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
地
下
主
者
の
上
位
の
者
で
あ
り
、

仙
人
の
あ
り
方
な
の
だ
（
其
第
三
等
、
地
下
主
者
之
高
者
、
便
得
出

入
仙
人
之
堂
寢
、
遊
行
神
州
之
鄕
、
出
館
易
迁
童
初
二
府
、
入
晏
東
華

上
臺
、
受
學
化
形
、
濯
景
易
氣
、
十
二
年
氣
攝
神
魂
、
十
五
年
神
束
藏

魄
、
三
十
年
棺
中
骨
還
附
神
氣
、
四
十
年
平
復
如
生
人
、
還
遊
人
閒
、

五
十
年
位
補
仙
官
、
六
十
年
得
遊
廣
寒
、
百
年
得
行
昆
盈
之
宮
。
此
即

主
者
之
上
者
、
仙
人
之
從
容
矣
）」（
２
ａ
）
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
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死
を
経
て
地
下
主
者
と
な
っ
た
者
が
復
活
し
て
仙
官
に
な
る
ま
で

の
全
過
程
が
描
か
れ
て
お
り
、
死
者
成
仙
と
い
う
点
で
は
太
陰
や

南
宮
を
め
ぐ
る
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
文
脉
で
は
、
三

等
地
下
主
者
に
関
す
る
「〔
彼
ら
は
そ
こ
で
〕
仙
衜
を
学
ん
で
」

以
下
の
說
朙
あ
る
い
は
そ
の
一
部
が
、
一
等
地
下
主
者
が
知
る
機

会
の
な
い
「
練
化
之
業
」
に
相
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

太
陰
だ
ろ
う
か
。
南
宮
だ
ろ
う
か
。
文
脉
か
ら
い
え
ば
、「
景
（
す

が
た
、
ひ
か
り
）
を
濯
っ
て
気
を
改
め
る
」
ま
で
は
易
迁
館
と
童

初
府
お
よ
び
東
華
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。
そ
の
裏
づ
け
と
し
て
、『
真
誥
』
本
文
で
は
易
迁
館
と
童

初
府
が
仙
人
候
補
者
の
修
行
場
所
と
し
て
描
か
れ
、
東
華
に
も
そ

こ
に
伝
わ
る
真
人
の
修
行
法
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る（
（2
（

。
少
な
く
と
も
、
南
宮
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

が
仙
官
に
な
る
の
は
ま
だ
ず
っ
と
先
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
一

方
、「
三
十
年
す
る
と
棺
の
な
か
の
骨
に
神
気
が
戻
っ
て
き
て
」

以
下
は
朙
ら
か
に
地
下
世
界
（
太
陰
）
の
出
来
事
で
あ
り
、
さ
き

ほ
ど
の
「
太
陰
錬
形
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
と
す
る
と
、
人
の
姿

で
復
活
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
「
練
化
之
業
」
の
「
練
」
で
あ
り
、

そ
う
し
て
形
骸
を
取
り
戻
し
た
地
下
主
者
が
「
五
十
年
す
る
と
仙

官
の
位
を
授
け
ら
れ
」
の
段
階
で
行
く
場
所
が
南
宮
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
南
宮
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な

い
が
、
以
上
の
地
下
主
者
の
說
朙
と
同
じ
お
吿
げ
の
な
か
に
（
Ｅ
）

の
趙
熙
と
（
Ｆ
）
の
李
広
利
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
朱
陵
に

行
く
こ
と
や
南
宮
で
「
化
」
を
受
け
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ

た
死
者
成
仙
の
全
過
程
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
探
っ

て
み
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
的
外
れ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
太
陰
と
南
宮
の
関
係
を
整
理
し
た
い
。
南
宮
で

の
「
錬
形
」「
錬
質
」
を
い
う
陶
弘
景
の
解
釈
に
引
っ
張
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
『
真
誥
』
本
文
の
文
脉
の
み
か
ら
理
解
す

れ
ば
、
両
者
の
関
係
は
二
者
択
一
的
あ
る
い
は
代
替
的
な
も
の
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
死
者
が
成
仙
す
る
過
程
で
通
過

す
べ
き
場
所
（
す
な
わ
ち
太
陰
錬
形
、
南
宮
成
仙
）
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
五
世
紀
半
ば
の
『
五
錬
生
尸
経
』
に
お

い
て
、
太
陰
が
肉
体
を
、
南
宮
が
魂
を
そ
れ
ぞ
れ
処
理
す
る
場
所

と
し
て
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う（

（2
（

。
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そ
し
て
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、『
真
誥
』

本
文
の
南
宮
は
、
太
陰
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
な
「
形
質
（
肉

体
）」
を
錬
る
場
所
で
も
、
ま
し
て
や
古
霊
宝
経
に
い
う
よ
う
な

死
者
の
「
魂
」
を
錬
る
場
所
で
も
な
く
、
基
本
的
に
陰
徳
の
あ
る

死
者
が
形
骸
を
取
り
戻
し
た
後
、
正
式
に
登
録
さ
れ
て
仙
人
に
転

化
さ
れ
る
神
仙
世
界
の
役
所
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
に
と
ど
ま
る
と
い
え
る
。

三
　
水
解
、
火
解
か
ら
火
錬
、
水
錬
へ

歬
節
で
は
東
晉
中
期
の
『
真
誥
』
本
文
に
見
え
る
南
宮
に
つ
い

て
整
理
し
た
が
、
そ
れ
は
や
が
て
死
者
の
魂
が
錬
度
さ
れ
る
場
所

へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。
た
だ
、
本
節
で
は
い
っ
た
ん
南
宮
か
ら
離

れ
、
別
の
⻆
度
か
ら
も
六
朝
時
代
の
錬
度
観
の
変
迁
を
た
ど
っ
て

み
た
い
。
そ
こ
で
ま
ず
註
目
し
た
い
の
が
火
解
、
水
解
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
劉
陶
氏
が
「
後
世
の
錬
度
儀
の
核
心

的
な
儀
節
で
あ
る
「
水
火
煉
」
は
、
陰
尸
を
煉
っ
て
陽
質
と
す
る

も
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
「
水
火
」
に
よ
っ
て
尸
質
を
煉
変
す
る

観
念
は
、
初
期
の
尸
解
で
あ
る
「
水
火
解
」
に
い
ち
早
く
見
え

る（
（2
（

」
と
述
べ
た
う
え
で
、
水
火
錬
と
水
火
解
と
の
類
似
を
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
お
き
た
い
。

水
解
、
火
解

六
朝
時
代
の
錬
度
は
、
死
を
経
て
あ
る
い
は
死
ん
だ
と
見
せ
か

け
て
成
仙
す
る
尸
解
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る

が
、
実
際
、『
元
始
無
量
度
人
上
品
妙
経
四
註
』（
Ｈ
Ｙ
八
七
、
以

下
、『
度
人
経
』）
の
李
少
微
註
（
唐
代
）
に
は
、「
按
上
經
、
尸
解

有
四
種
。
一
者
兵
解
。
若
嵇
康
寄
戮
於
市
、
淮
南
託
形
於
獄
。
二

者
文
解
。
若
次
卿
易
質
於
履
、
長
房
解
形
於
竹
。
三
者
水
火
鍊
。

若
馮
夷
溺
於
大
川
、
封
子
焚
於
火
樹
。
四
者
（
大
）〔
太
〕
隂
鍊
質
。

視
其
已
死
、
足
不
靑
、
皮
不
皺
、
目
光
不
毀
、
屈
伸
從
人
、
亦
尸

解
也
。
肉
皆
百
年
不
朽
、
更
起
成
人
」（
巻
一
24
ｂ
～
25
ａ
）
と
あ

り
、
兵
解
、
文
解
、
太
陰
錬
質
と
並
ん
で
、
水
火
錬
が
四
種
の
尸

解
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

大
川
に
溺
れ
た
と
さ
れ
る
馮
夷
は
、『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
に

「
昔
者
、
馮
夷
得
衜
以
潛
大
川
」（『
淮
南
子
集
釈
』
中
華
書
局
、
新

編
諸
子
集
成
本
、
七
九
六
頁
）
と
あ
り
、
後
漢
の
許
慎
註
に
は
「
馮
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三
四

夷
、
河
伯
也
。
華
隂
潼
鄕
隄
首
里
人
。
服
八
石
得
水
仙
」（
同
上
）

と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
黄
河
の
神
で
あ
る
河
伯
と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
。
彼
が
水
死
を
き
っ
か
け
に
神
に
な
っ
た
話
は
、『
文
選
』

巻
十
三
の
李
善
註
（
唐
代
）
に
「
抱
朴
子
釋
鬼
篇
曰
、
馮
夷
華
隂

人
、
以
八
⺼
上
庚
日
渡
河
溺
死
、
天
帝
署
爲
河
伯
」（
上
海
古
籍

出
版
社
、
中
国
古
典
文
学
叢
書
本
、
五
九
五
頁
）
と
見
え
る
が
、「
釈

鬼
篇
」
は
現
行
の
『
抱
朴
子
』
に
な
く
、
他
の
佚
文
も
残
っ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、『
抱
朴
子
』
の
內
容
と
し
て
よ
い
か
疑
問
だ

が
、
唐
代
ま
で
に
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
た
話
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
様
の
話
は
『
雲
笈
七
籤
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）
巻
八
十
四
に
「
水

解
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
辛
玄
子
、
段
季
正
、
王
進
賢

の
三
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
溺
死
や
入
水
を
経
て
成

仙
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
辛
、
段
、
王
の
話
は
す
べ
て
『
真

誥
』
本
文
に
も
見
え
る
た
め
、
水
解
の
槪
念
は
東
晉
の
こ
ろ
に
は

す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。「
水
解
」
と
い
う
言
葉
自

体
も
、
東
晉
の
孫
綽
撰
と
さ
れ
る
『
列
仙
伝
』
賛
に
「
是
任
水
解
、

其
樂
無
窮
」（
琴
高
、
巻
上
13
ａ
）
と
見
え
る
。

一
方
、
火
樹
に
焚
か
れ
た
と
さ
れ
る
封
子
は
、『
列
仙
伝
』（
Ｈ

Ｙ
二
九
四
）
に
「
封
子
積
火
自
燒
、
而
隨
煙
氣
上
下
」（
巻
上
１
ｂ
）

と
見
え
る
甯
封
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
彼
に
つ
い
て
は
、『
無
上

秘
要
』（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
〇
）
巻
八
十
四
の
「
得
太
淸
衜
人
名
品
」
に

「
甯
封
服
石
腦
而
赴
火
、
則
作
火
解
」（
８
ａ
）
と
あ
り
、「
火
解
」

す
な
わ
ち
火
に
よ
る
尸
解
を
遂
げ
た
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、『
列
仙
伝
』
冐
頭
に
は
「
服
水
玉
以
敎
神
農
、
能
入

火
自
燒
」（
巻
上
１
ａ
）
と
い
う
有
名
な
赤
松
子
の
話
も
見
え
る

た
め
、
火
に
焼
か
れ
て
成
仙
す
る
話
も
魏
晉
の
仙
衜
修
行
者
た
ち

の
閒
で
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

存
思
に
お
け
る
火
錬
、
水
錬

以
上
の
よ
う
に
、
魏
晉
の
水
解
、
火
解
は
唐
代
に
は
水
火
錬
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
次
に
目
を
向
け
た

い
の
が
、
東
晉
中
期
以
降
の
上
淸
経
の
存
思
に
お
け
る
火
錬
、
水

錬
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
志
玹
氏
が
早
く
に
註
目
し
た
も
の
で
あ
り
、

葉
聰
霈
氏
や
劉
陶
氏
も
錬
度
儀
研
究
の
歬
史
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る（

（2
（

。
一
方
、
筆
者
と
し
て
は
、
水
と
火
の
働
き
に
よ
る
不
死
成

仙
の
獲
得
と
い
う
点
で
、
そ
こ
に
魏
晉
の
水
解
、
火
解
か
ら
六
朝
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三
五

錬
度
へ
の
連
続
性
を
見
い
だ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
東
晉
中
期
の
『
登
真
隠
訣
』
本
文
に
「
は
じ
め
は
以
下

の
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
る
。
小
豆
く
ら
い
の
大
き
さ
の
気
が
出
て

き
て
、
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
天
に
届
き
、
三
気
が
煙
を
ま

と
っ
て
身
を
め
ぐ
り
、
す
べ
て
が
一
つ
に
混
合
す
る
。
た
ち
ま
ち

火
が
三
煙
の
な
か
に
生
じ
、
景
（
ひ
か
り
）
と
一
つ
に
な
っ
て
一

身
を
錬
る
と
、
一
身
の
內
側
で
五
臓
が
輝
き
わ
た
る
。
こ
れ
も
ま

た
要
衜
だ
が
、
不
死
の
学
で
あ
っ
て
仙
衜
に
及
ば
な
い
（
初
存
氣

出
如
小
豆
、
漸
大
衝
天
、
三
氣
纏
（
咽
）〔
煙
〕
繞
身
、
共
同
成
一
混
。

忽
生
火
在
三
煙
之
內
、
又
合
景
以
鍊
一
身
、
一
身
之
裏
、
五
藏
照
徹
。

此
亦
要
衜
也
。
此
不
死
之
學
、
未
及
於
仙
衜
也
）」（
巻
中
21
ｂ
）
や

「〔
ま
ず
頭
の
な
か
の
九
宮
に
宿
る
〕
朙
堂
の
三
君
が
、
い
ず
れ
も

外
に
向
か
っ
て
ひ
ざ
ま
ず
き
、
口
か
ら
赤
い
気
を
吐
き
出
す
の
を

思
い
浮
か
べ
る
。
そ
の
光
に
自
分
の
身
を
貫
通
さ
せ
取
り
巻
か
せ
、

口
の
端
か
ら
〔
三
君
の
吐
き
出
す
〕
赤
い
気
を
、
た
だ
何
度
も
な

ん
ど
も
飮
み
込
む
。
目
を
閉
じ
て
そ
っ
と
そ
れ
を
飮
み
込
む
べ
き

で
あ
る
。
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
身
を
取
り
巻
い
て
い
た
赤
い
気
が

火
に
変
わ
り
、
そ
の
火
が
身
を
焼
い
て
、
身
と
火
が
一
体
に
な
り
、

体
の
內
外
を
貫
い
て
光
が
溢
れ
出
す
。
し
ば
ら
く
経
っ
た
ら
や
め

る
。
こ
れ
を
「
日
⺼
の
光
に
よ
っ
て
錬
形
し
て
起
死
回
生
さ
せ
る

こ
と
」
と
い
う
。
や
は
り
夕
暮
れ
に
横
に
な
っ
て
こ
れ
を
行
な
え

ば
、
必
ず
長
生
不
死
が
か
な
う
（
存
朙
堂
三
君
、
並
向
外
長
跪
、
口

吐
赤
氣
、
使
光
貫
我
身
令
帀
、
我
口
傍
咽
赤
氣
、
唯
多
無
數
。
當
閉
目

微
咽
之
也
。
須
臾
赤
氣
繞
身
者
變
成
火
、
火
因
燒
身
。
身
與
火
共
作
一

體
、
內
外
洞
光
、
良
久
乃
止
。
名
曰
日
⺼
鍊
形
死
而
更
生
者
也
。
又
暮

卧
爲
之
、
則
必
長
年
不
死
也
）」（
巻
上
９
ｂ
～
10
ａ
、
陶
註
省
略
）

な
ど
の
存
思
法
が
見
え
、
火
に
よ
っ
て
体
を
焼
く
こ
と
が
長
生
不

死
の
た
め
の
「
錬
身
」
や
「
錬
形
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

金
志
玹
氏
が
「
そ
の
名
（
筆
者
註
：
死
而
更
生
者
）
の
通
り
、
焼

尽
に
よ
る
擬
似
的
な
「
死
」
を
経
た
「
更
生
」
を
語
っ
て
い
る（

（3
（

」

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
存
思
法
に
は
火
解
の
影
が
映
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、
東
晉
末
以
降
に
成
立
し
た
新
上
淸
経
の
一
つ
『
洞
真
上

淸
神
州
七
転
七
変
舞
天
経
』（
Ｈ
Ｙ
一
三
二
〇
、
以
下
『
舞
天
経（

（3
（

』）

で
は
、
同
様
の
存
思
法
が
「
火
鍊
變
形
之
衜
」（
16
ｂ
）
と
呼
ば
れ
、

五
龍
が
五
方
の
水
を
運
ん
で
き
て
自
分
に
そ
そ
ぎ
か
け
る
さ
ま
を
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思
い
浮
か
べ
る
方
法
が
「
水
鍊
變
形
之
衜
」（
18
ｂ
）
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
東
晉
末
以
降
の
『
上
淸
黄
気
陽
精
三

衜
順
行
経
』（
Ｈ
Ｙ
三
三
、
以
下
『
黄
気
陽
精
経（

（3
（

』）
に
は
、
太
陽
と

⺼
と
北
斗
七
星
の
運
行
に
合
わ
せ
て
行
な
う
一
連
の
存
思
法
が
說

か
れ
て
お
り
、「
自
分
が
太
陽
の
光
の
な
か
に
い
て
、
そ
の
光
が

自
分
の
身
を
め
ぐ
り
、
洞
陽
の
宮
に
上
昇
し
て
、
空
靑
の
林
、
流

火
の
庭
に
い
る
の
を
思
い
浮
か
べ
る
。
さ
ら
に
南
極
洞
陽
真
人
、

諱
は
融
珠
、
形
（
か
ら
だ
）
の
長
さ
は
八
寸
の
者
が
、
赤
い
あ
や

ぎ
ぬ
の
単
衣
を
身
に
つ
け
、
頭
に
は
日
精
通
陽
の
冠
を
戴
き
、
口

か
ら
赤
い
気
を
吐
き
、
そ
れ
は
燃
え
盛
る
炎
の
よ
う
で
あ
っ
て
、

自
分
の
身
を
焼
く
の
だ
が
、
す
ぐ
に
〔
真
人
が
〕
靑
林
の
芲
を
す

す
り
取
り
、
自
分
に
与
え
て
⻝
べ
さ
せ
て
く
れ
る
の
を
思
い
浮
か

べ
る
（
思
己
在
日
景
之
內
、
日
景
迴
己
身
、
上
昇
洞
陽
之
宮
、
在
空

靑
之
林
、
流
火
之
庭
。
思
南
極
洞
陽
眞
人
、
諱
融
珠
、
形
長
八
寸
、
衣

絳
章
單
衣
、
頭
戴
日
精
通
陽
之
冠
、
口
吐
赤
氣
、
勃
勃
如
火
之
炎
、
以

燒
己
身
、
須
臾
掇
取
靑
林
之
芲
、
以
與
己
⻝
）」（
６
ｂ
～
７
ａ
）
や

「
自
分
が
太
陽
の
光
の
な
か
に
い
て
、
そ
の
光
が
自
分
の
身
を
め

ぐ
り
、
広
寒
の
宮
に
上
昇
し
、
靑
芲
の
林
の
九
錬
洪
泉
池
の
な
か

に
い
る
の
を
思
い
浮
か
べ
る
。
さ
ら
に
陰
霊
玉
景
真
人
が
、
…
…

口
か
ら
玄
（
く
ろ
）
い
気
の
雲
を
吐
き
、
自
分
の
身
に
灌
ぎ
、
ま

た
金
槃
で
九
錬
洪
泉
〔
の
水
〕
を
汲
み
取
っ
て
、
自
分
の
形
（
か

ら
だ
）
に
灌
漑
（
そ
そ
）
ぎ
、
靑
芲
の
実
を
授
け
て
く
れ
る
の
を

思
い
浮
か
べ
る
（
存
己
在
日
景
之
內
、
日
景
運
兆
身
、
上
昇
廣
寒
之

宮
、〔
在
？
〕
靑
芲
之
林
、
九
鍊
洪
泉
池
中
。
思
隂
靈
玉
景
眞
人
、

…
…
口
吐
玄
氣
之
雲
、
以
灌
兆
身
、
金
槃
請
九
鍊
洪
泉
、
以
灌
漑
兆
形
、

授
以
靑
芲
之
實
）」（
10
ｂ
～
11
ａ
）
な
ど
の
記
述
が
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
存
思
法
で
も
、
修
行
者
の
体
が
火
に
焼
か
れ
た
り
、

水
を
そ
そ
が
れ
た
り
す
る
の
だ
が
、「
総
じ
て
後
学
で
仙
人
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
者
は
、
み
ん
な
洞
陽
の
宮
に
行
っ
て
八
錬
を
受

け
て
昇
天
し
た
の
で
あ
る
。
錬
過
を
受
け
れ
ば
、
空
靑
の
芲
を
⻝

べ
る
こ
と
が
で
き
、
金
色
の
翼
の
鳥
が
そ
の
羽
衣
を
ゆ
っ
て
飛
仙

の
服
を
作
り
、
受
錬
者
の
身
に
与
え
、
そ
れ
で
も
っ
て
玉
京
九
鳳

の
台
に
登
る
の
で
あ
る
（
凡
後
學
得
仙
、
莫
不
經
洞
陽
之
宮
、
受
八

鍊
而
昇
天
也
。
受
鍊
過
、
便
得
⻝
空
靑
之
芲
、
金
翅
之
鳥
皆
以
羽
衣
結

爲
飛
仙
之
服
、
給
於
受
鍊
之
身
、
以
登
玉
京
九
鳳
之
臺
也
）」（
６
ａ
）

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
仙
人
に
な
る
た
め
の
「
受
錬
」
と
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捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
存
思
を
行
な
う
歬
に
は
符
を
投
じ
た

水
で
沐
浴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
立
春
に
「
八
錬
金
治
化

仙
真
符
」
で
沐
浴
す
る
と
「
通
身
鍊
化
」（
23
ｂ
）、
立
夏
に
「
八

錬
丹
胎
玉
符
」
で
沐
浴
す
る
と
「
內
外
鍊
化
」（
23
ｂ
）、
立
秋
に

「
龍
景
九
錬
之
符
」
で
沐
浴
す
る
と
「
骨
髄
鍊
變
」（
24
ａ
）、
立

冬
に
「
日
魂
錬
精
陰
符
」
で
沐
浴
す
る
と
「
一
身
血
精
並
被
鍊

化
」（
24
ｂ
）
と
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
こ
の
修
行
法
を
行
な
う

こ
と
で
全
身
が
光
り
輝
く
仙
人
の
体
に
錬
化
さ
れ
る
と
い
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
黄
気
陽
精
経
』
は
錬
形
に
特
化
し
た
上

淸
経
だ
と
い
え
る
が
、
こ
の
経
典
は
古
霊
宝
経
の
錬
度
へ
の
つ
な

が
り
を
考
え
る
う
え
で
も
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

一
つ
に
は
『
舞
天
経
』
ま
で
の
存
思
法
と
違
っ
て
、
そ
こ
で
は
洞

陽
宮
や
広
寒
宮
な
ど
の
天
宮
に
お
け
る
錬
形
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
そ
の
末
尾
に
「
す
で
に

〔
太
陽
と
⺼
と
北
斗
七
星
の
〕
三
衜
〔
の
修
行
法
〕
を
行
な
い
、

〔
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
、
秋
分
、
冬
至
、
春
分
、
夏
至
に

お
け
る
？
〕
八
錬
を
修
行
す
れ
ば
、
た
と
え
白
日
昇
天
で
き
な
く

と
も
、
死
を
迎
え
る
と
き
に
な
っ
て
自
然
に
変
化
し
、
金
門
〔
を

は
じ
め
と
す
る
〕
四
鄕
（
金
門
、
洞
陽
、
東
井
、
広
寒
）
の
宮
殿
に

上
昇
し
、
玉
池
に
お
い
て
受
錬
し
、
金
の
羽
で
ゆ
っ
た
飛
仙
の
服

を
着
て
、
金
闕
の
宮
殿
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
（
旣
御
三
衜
、
修

行
八
鍊
、
縱
不
得
白
日
飛
騰
、
隱
化
之
日
、
自
然
即
變
、
上
昇
金
門
四

鄕
之
宮
、
更
受
鍊
於
玉
池
、
得
給
金
翅
之
羽
服
、
上
登
金
闕
之
宮
）」

（
28
ｂ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
死
者
の
受
錬
成
仙
を
も
保
証

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
淸
経
の
存
思
に
お
け
る
火

錬
、
水
錬
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
修
行
者

（
生
者
）
が
成
仙
す
る
た
め
の
方
法
だ
っ
た
が
、『
黄
気
陽
精
経
』

に
至
っ
て
そ
れ
が
死
者
成
仙
に
も
拡
大
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
存
思
法
の
な
か
で
培
わ

れ
た
天
宮
に
お
け
る
火
錬
、
水
錬
の
イ
メ
ー
ジ
が
死
者
成
仙
の
な

か
に
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
展
開
を
次
節
に

お
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

四
　『
太
上
霊
宝
諸
天
內
音
自
然
玉
字
』
の
錬
度

元
始
旧
経
の
一
つ
『
太
上
霊
宝
諸
天
內
音
自
然
玉
字
』（
Ｈ
Ｙ

九
七
、
以
下
『
諸
天
內
音
』）
は
「
鍊
水
火
於
生
死
」（
巻
一
１
ａ
）
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や
「
魂
受
鍊
度
、
時
得
更
生
」（
巻
一
15
ａ
）、「
南
斗
拔
取
死
魂
、

而
鍊
度
生
宮
」（
巻
一
22
ａ
）、「
主
五
炁
鍊
度
儀
典
」（
巻
二
５
ａ
）、

「
主
鍊
度
得
衜
人
身
、
以
迁
自
然
之
堂
」（
巻
二
14
ｂ
）、「
吁
貟
即

鍊
度
於
朽
魂
」（
巻
三
16
ａ
）
な
ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

古
霊
宝
経
の
錬
度
観
を
考
察
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
経
典
は
巻
一
、
二
の
「
大
梵
隠
語
無
量
洞
章
玉
訣
」
と

巻
三
、
四
の
「
大
梵
隠
語
無
量
洞
章
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

歬
者
で
は
、
三
十
二
天
中
に
八
字
ず
つ
振
り
分
け
ら
れ
た
「
大
梵

隠
語
」
と
い
う
天
文
（
天
の
文
字
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
あ
っ

て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
が
示
さ
れ
、
天
真
皇
人

が
各
天
文
の
服
用
方
法
と
そ
の
効
果
を
述
べ
て
ゆ
く
。
後
者
で
は
、

三
十
二
天
中
の
「
大
梵
隠
語
」
の
天
文
が
八
字
ず
つ
隸
書
に
よ
っ

て
朙
か
さ
れ
、
天
真
皇
人
が
そ
の
文
字
の
意
味
と
受
持
効
果
を
說

朙
し
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
、『
諸
天
內
音
』
の
內
容
は
語
釈
の

羅
列
の
よ
う
に
や
や
雑
然
と
し
た
趣
が
あ
る
。

洞
陽
宮

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
が
ま
ず
註
目
し
た
い
の
は
、

「
南
閻
洞
浮
玉
眸
詵
詵
」
と
い
う
「
大
梵
隠
語
」
お
よ
び
そ
れ
に

対
す
る
天
真
皇
人
の
以
下
の
解
釈
で
あ
る
。「
南
閻
と
は
和
陽
天

の
な
か
に
流
火
の
庭
が
あ
っ
て
、
そ
の
鮮
や
か
な
光
が
八
方
に
輝

い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
洞
浮
と
は
洞
陽
の
宮
の
こ
と
で
あ
り
、

南
極
真
人
が
そ
の
宮
中
を
治
め
て
い
る
。
も
し
学
人
（
仙
衜
を
学

ぶ
人
。
以
下
同
じ
）
が
は
じ
め
て
得
衜
し
た
な
ら
ば
、
み
ん
な
流

火
の
庭
に
行
っ
て
、
受
錬
し
て
真
人
に
な
る
。
そ
れ
か
ら
洞
陽
の

宮
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
玉
眸
と
は
流
火
の
あ
ぶ
ら
の
こ
と
で

あ
る
。
す
で
に
火
錬
を
受
け
た
な
ら
ば
、
体
に
は
玉
光
が
生
じ
、

…
…
上
位
の
真
人
と
な
り
、〔
天
上
の
〕
紫
微
宮
に
遊
ぶ
。〔
し
か

し
〕
衜
の
修
行
が
ま
だ
完
成
せ
ず
、
死
を
迎
え
る
運
命
に
あ
っ
て
、

魂
が
洞
陽
宮
を
経
た
な
ら
ば
、
受
錬
し
て
洗
わ
れ
、
穢
れ
が
一
埽

さ
れ
、
す
ぐ
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
三
界
を
輪
廻
し
、
何
も
の
に
も

さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
（
南
閻
者
和
陽
天
中
有
流
火

之
庭
、
爓
光
煥
乎
八
方
。
洞
浮
者
則
洞
陽
之
宮
、
南
極
眞
人
治
於
宮
中
。

諸
是
學
人
始
得
衜
者
、
皆
詣
流
火
之
庭
、
受
鍊
而
成
眞
、
然
後
而
得
進

入
洞
陽
之
宮
。
玉
眸
流
火
之
膏
也
。
旣
受
火
鍊
、
體
生
玉
光
、
…
…
位

登
上
眞
、
遊
宴
紫
微
。
衜
業
未
備
、
運
應
滅
度
、
魂
經
洞
陽
、
則
受
鍊
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而
洗
、
塵
埃
澄
蕩
、
早
還
更
生
、
輪
轉
三
界
、
無
有
罣
凝
）」（
巻
三
18

ａ
）。
ま
た
、「
刀
利
禪
猷
婆
泥
咎
通
」
と
い
う
「
大
梵
隠
語
」
に

対
す
る
天
真
皇
人
の
解
釈
も
興
味
深
い
。「
生
に
苦
し
ん
だ
魂
は
、

み
ん
な
洞
陽
の
宮
に
渡
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
猷
と
は
南
上

好
生
君
の
內
名
で
あ
る
。
婆
泥
と
は
錬
池
の
霊
童
の
こ
と
で
あ
る
。

生
に
苦
し
ん
だ
人
が
洞
陽
の
宮
に
渡
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
み
ん

な
錬
池
に
行
っ
て
霊
童
の
錬
を
受
け
、
福
徳
の
世
に
生
ま
れ
変
わ

る
（
苦
生
之
魂
、
皆
得
度
入
洞
陽
之
宮
。
猷
是
南
上
好
生
君
內
名
也
。

婆
泥
則
鍊
池
之
靈
童
也
。
苦
生
之
人
、
得
度
洞
陽
之
宮
、
皆
詣
鍊
池
受

靈
童
之
鍊
、
而
更
生
福
德
之
世
）」（
巻
四
１
ｂ
～
２
ａ
）。

『
黄
気
陽
精
経
』
で
は
、
修
行
者
が
存
思
を
通
し
て
洞
陽
宮
の

流
火
の
庭
で
南
極
洞
陽
真
人
に
体
を
焼
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、『
諸
天
內
音
』
で
は
修
行
者
（
生
者
）
が
得
衜
し
た
後
、

実
際
に
流
火
の
庭
に
行
っ
て
受
錬
し
、
南
極
真
人
の
治
め
る
洞
陽

宮
に
入
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、『
黄
気
陽
精
経
』
と
同
じ
く
洞
陽

宮
が
死
者
成
仙
の
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
死
者

の
「
魂
」
が
受
錬
し
生
ま
れ
変
わ
る
、
す
な
わ
ち
輪
廻
す
る
と
朙

ら
か
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
『
黄
気
陽
精
経
』
と
異
な
る
特
徴

で
あ
る
。
な
お
、
以
上
の
記
述
は
、
宋
代
以
降
の
錬
度
儀
の
な
か

で
唱
え
ら
れ
る
火
錬
の
呪
文
「
南
閻
洞
浮
、
流
火
之
庭
。
王
眸
詵

詵
、
流
火
之
膏
。
刀
利
禪
猷
、
婆
泥
靈
童
。
流
火
之
質
、
玉
眸
眞

容
。
升
八
福
庭
、
洞
陽
之
宮
」（『
立
成
儀
』
巻
二
十
七
９
ａ
）
に

も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

洞
陽
宮
の
㝡
も
古
い
用
例
は
、『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天

書
経
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
、
以
下
『
五
老
赤
書
』）
に
「
色
無
定
方
、
文
勢

曲
折
、
不
可
尋
詳
」（
巻
上
１
ｂ
）
だ
っ
た
「
霊
宝
真
文
」
を
元

始
が
「
鍊
之
於
洞
陽
之
舘
、
冶
之
於
流
火
之
庭
、
鮮
其
正
文
、
瑩

發
光
芒
」（
巻
上
１
ｂ
）
と
い
わ
れ
た
り
、『
太
上
洞
玄
霊
寶
赤
書

玉
訣
妙
経
』（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
、
以
下
『
玉
訣
妙
経
』）
に
「
爾
時
、
元

始
天
尊
、
太
上
大
衜
君
、
五
老
上
帝
、
十
方
大
神
、
會
於
南
丹
洞

陽
上
館
、
坐
朙
珠
七
色
寳
座
」（
巻
上
１
ａ
）
と
い
わ
れ
た
り
す

る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
経
典
の
成
立
順
を
問
題
に
す
る

と
、『
五
老
赤
書
』、『
玉
訣
妙
経
』
は
と
く
に
成
立
の
早
い
元
始

旧
経
と
さ
れ
る
た
め
、『
諸
天
內
音
』
の
ほ
う
が
遅
れ
る
と
見
て

閒
違
い
な
か
ろ
う（

（3
（

。
ま
た
、
新
上
淸
経
で
あ
る
『
黄
気
陽
精
経
』

に
も
『
五
老
赤
書
』
や
『
玉
訣
妙
経
』
の
影
响
が
う
か
が
わ
れ
る
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た
め
、
や
は
り
そ
れ
よ
り
も
遅
い
は
ず
で
あ
る（

（3
（

。

で
は
、『
諸
天
內
音
』
と
『
黄
気
陽
精
経
』
の
先
後
関
係
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
方
の
大
枠
と
し
て
、
古
霊
宝
経
と
り
わ

け
『
五
老
赤
書
』
と
『
玉
訣
妙
経
』
を
除
く
元
始
旧
経
の
多
く
は
、

基
本
的
に
新
上
淸
経
よ
り
も
成
立
が
遅
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
王
霊
期
（
多
く
の
新
上
淸
経
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
）
と
活
動

を
と
も
に
し
た
許
黄
民
が
兦
く
な
っ
た
の
が
元
嘉
六
年
（
四
二
九
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
陸
修
静
が
「
霊
宝
経
目
序
」
の
な
か
で
「
十

部
の
元
始
旧
経
の
目
録
の
う
ち
、
こ
の
世
に
出
現
し
た
も
の
は

〔
ま
だ
〕
三
分
〔
だ
け
〕
で
あ
る
（
十
部
舊
目
、
出
者
三
分
）」（『
雲

笈
七
籤
』
巻
四
５
ａ
）
と
述
べ
た
の
は
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
の

こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
諸
天
內
音
』
と
『
黄
気
陽
精
経
』
の
先
後
関
係
に

し
ぼ
っ
て
見
て
み
る
と
、
と
く
に
註
目
さ
れ
る
の
は
、『
諸
天
內

音
』
の
「
上
有
騫
林
之
樹
、
覆
蔭
東
華
之
宮
。
騫
林
之
葉
、
有
大

洞
之
章
紫
書
玉
字
、
煥
乎
上
淸
」（
巻
四
９
ｂ
）
と
い
う
部
分
で

あ
る
。「
東
華
之
宮
」
や
「
大
洞
之
章
」
な
ど
の
言
葉
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
こ
こ
は
目
立
っ
て
上
淸
経
色
が
强
い
が
、
こ
れ
と
似

た
記
述
が
『
黄
気
陽
精
経
』
に
も
「
右
紫
書
丹
字
⺼
魂
隱
音
、
題

⺼
東
境
騫
林
之
樹
葉
、
結
自
然
之
書
也
」（
14
ａ
～
ｂ
）
と
見
え
る
。

騫
林
の
樹
の
葉
に
不
思
議
な
文
字
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う

話
は
、
古
霊
宝
経
、
上
淸
経
を
通
じ
て
、
こ
の
二
つ
の
経
典
以
外

に
は
見
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
か
が
い
ず
れ
か
に
着
想

を
得
た
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
上
淸
経
色
の
濃
い
こ
の
部

分
に
関
し
て
は
、『
諸
天
內
音
』
が
何
ら
か
の
上
淸
経
す
な
わ
ち

『
黄
気
陽
精
経
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
も
、『
諸
天
内
音
』
の｢

生
死
皆
上
昇
日

月
之
館
、
受
錬
成
仙｣

（
巻
一
16
ａ
）
と
い
う
部
分
も
、『
黄
気
陽

精
経
』
で
洞
陽
宮
が
日
の
上
館
、
広
寒
宮
が
月
の
上
館
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
受
錬
成
仙
の
場
所
と
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
う
え
で

記
述
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

以
上
の
経
典
の
成
立
順
に
問
題
が
な
い
と
す
れ
ば
、『
五
老
赤

書
』
に
端
を
発
す
る
洞
陽
宮
の
知
識
が
、
い
っ
た
ん
『
黄
気
陽
精

経
』
の
存
思
法
の
な
か
で
受
錬
成
仙
の
場
所
へ
と
膨
ら
み
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
後
に
『
諸
天
內
音
』
に
回
収
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
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南
宮『

諸
天
內
音
』
に
関
し
て
、
次
に
註
目
し
た
い
の
は
南
宮
の
位

置
づ
け
で
あ
る
。
第
二
節
の
末
尾
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、『
真
誥
』

本
文
の
南
宮
は
「
死
者
が
形
骸
を
取
り
戻
し
た
後
、
正
式
に
登
録

さ
れ
て
仙
人
に
転
化
さ
れ
る
神
仙
世
界
の
役
所
の
よ
う
な
場
所
」

と
し
て
描
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
南
宮
（
朱
陵
）
は
『
諸

天
內
音
』
に
も
散
見
さ
れ
る
。「
九
幽
〔
地
獄
〕
が
九
祖
の
魂
を

解
放
す
る
と
、
朱
陵
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
彼
ら
の
形
（
か
ら
だ
）

を
迎
え
入
れ
、
万
劫
の
長
き
に
わ
た
っ
て
み
ん
な
〔
玄
都
〕
七
宝

林
の
な
か
で
暮
ら
す
（
九
幽
開
出
九
祖
之
魂
、
朱
陵
迎
取
更
生
之
形
、

萬
劫
皆
在
七
寳
林
中
）」（
巻
二
２
ａ
）、「
生
者
も
死
者
も
み
ん
な
朱

陵
に
渡
っ
て
行
き
、
稱
号
を
受
け
て
仙
人
（
あ
る
い
は
仙
官
）
に

な
る
（
生
死
皆
得
度
入
朱
陵
、
受
號爲

仙
）」（
巻
二
３
ａ
）、「
三
官

は
地
簡
（
地
下
世
界
の
帳
簿
）
を
除
く
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
南

宮
は
仙
名
を
記
す
（
三
官
主
除
地
簡
、
南
宮
記
仙
名
）」（
巻
二
８
ａ
）、

「
九
幽
は
宿
簡
（
過
去
の
帳
簿
）
を
削
り
、
南
宮
は
仙
名
を
記
す

（
九
幽
削
宿
簡
、
南
宮
記
仙
名
）」（
巻
二
８
ｂ
）、「
生
者
も
死
者
も

み
ん
な
朱
陵
に
の
ぼ
っ
て
行
き
、
仙
衣
羽
服
を
受
け
取
っ
て
、
諸

天
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（
生
死
皆
得
上
詣
朱
陵
、
受
仙
衣
羽
服
、

而
遊
諸
天
也
）」（
巻
二
13
ｂ
）、「〔
鄷
都
〕
北
帝
は
死
籙
を
削
り
、

南
宮
は
仙
籍
を
た
て
ま
つ
る
（
北
帝
削
死
籙
、
南
宮
上
仙
籍
）」（
巻

二
14
ａ
）、「
三
界
の
神
々
が
そ
の
人
の
功
名
を
書
き
つ
け
、
そ
の

名
が
朱
陵
の
府
に
た
て
ま
つ
ら
れ
た
ら
、
七
年
で
真
人
の
位
に
就

く
（
三
界
書
其
功
名
、
名
上
朱
陵
之
府
、
七
年
位
爲眞

人
）」（
巻
二

14
ｂ
）。
こ
の
よ
う
に
、
南
宮
（
朱
陵
）
は
『
真
誥
』
本
文
と
同
じ

く
、
仙
人
の
登
録
を
行
な
う
役
所
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
広
く
生
を
司
る
役
所
と
し
て
、
死
を
司
る
役
所
と

対
置
さ
れ
て
も
い
る
。「
北
帝
は
死
録
を
削
り
、
南
宮
は
生
簿
を

た
て
ま
つ
る
（
北
帝
削
死
録
、
南
宮
上
生
簿
）」（
巻
一
20
ｂ
）、「
九

幽
〔
地
獄
〕
は
長
夜
（
地
獄
）
の
録
を
削
り
、
南
宮
は
更
生
の
名

を
紀
す
（
九
幽
削
長
夜
之
録
、
南
宮
紀
更
生
之
名
）」（
巻
二
10
ｂ
）、

「
九
幽
は
録
（
罪
の
記
録
）
を
地
簡
か
ら
削
り
、
生
名
を
南
陽
に

た
て
ま
つ
る
（
九
幽
削
録
於
地
簡
、
上
生
名
於
南
陽
）」（
巻
二
10
ａ
）。

こ
こ
の
南
陽
は
南
宮
の
同
義
語
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

『
真
誥
』
本
文
で
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、『
諸
天
內
音
』
で
も

南
宮
は
さ
ま
ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
て
い
る（

（3
（

。「
北
斗
は
死
籍
を
削
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落
し
、
生
宮
〔
の
名
簿
〕
に
登
録
す
る
。
…
…
南
斗
は
死
魂
を
救

い
取
っ
て
生
宮
で
錬
度
す
る
（
北
斗
削
落
死
籍
、
度
名
生
宮
、
…
…

南
斗
拔
取
死
魂
、
而
鍊
度
生
宮
）」（
巻
一
22
ａ
）、「
そ
の
〔
大
梵
隠

語
の
〕
第
七
第
八
字
は
、
南
斗
長
生
宮
の
な
か
に
書
か
れ
て
お
り
、

死
魂
が
南
宮
に
渡
っ
て
行
く
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
受
錬
者
の

〔
魂
〕
神
と
更
生
者
の
名
を
制
御
し
て
い
る
（
其
第
七
第
八
字
、
書

南
斗
長
生
宮
中
、
主
死
魂
度
入
南
宮
、
制
受
鍊
之
神
、
更
生
之
名
也
）」

（
巻
一
22
ａ
）、「
死
者
は
す
ぐ
さ
ま
九
幽
〔
地
獄
〕
か
ら
解
放
さ

れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
魂
神
は
南
極
の
宮
に
上
昇
す
る
（
死
者

即
得
開
度
於
九
幽
、
魂
神
上
昇
南
極
之
宮
）」（
巻
一
18
ａ
）、「
玉
図

先
生
は
罪
録
を
長
夜
（
地
獄
）
か
ら
消
し
、〔
そ
の
人
の
〕
名
を

南
極
長
生
の
宮
に
註
記
す
る
（
玉
圖
先
生
則
消
罪
録
於
長
夜
、
註
名

南
極
長
生
之
宮
）」（
巻
三
10
ｂ
）。
こ
こ
の
「
南
斗
長
生
宮
」
や

「
南
極
長
生
の
宮
」
も
南
宮
の
言
い
換
え
あ
る
い
は
同
義
語
で
あ

る
に
違
い
な
い（

（3
（

。
そ
こ
で
筆
者
が
註
目
し
た
い
の
は
、「
南
極
洞

陽
之
館
」（
巻
二
６
ｂ
）
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
洞
陽
宮
が
南
極

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
さ
き
ほ
ど
挙
げ
た
洞
陽
宮
の
記
述
中

に
あ
っ
た
よ
う
に
「
南
極
真
人
が
そ
の
宮
中
を
治
め
て
い
る
」
か

ら
だ
ろ
う
が
、
洞
陽
宮
が
南
極
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
南
宮

と
も
重
な
り
合
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

実
際
、『
諸
天
內
音
』
に
お
け
る
南
宮
の
描
か
れ
方
は
、
洞
陽

宮
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。「
吁
員
は
長
生
宮
中
の
度
命
の
君

で
あ
る
。
南
宮
に
入
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
吁
員
が
す
ぐ
に
朽
魂

を
錬
度
す
る
。
員
童
は
日
中
の
生
童
で
あ
り
、〔
朽
魂
に
〕
そ
の

津
液
を
灌
ぐ
（
吁
貟
則
長
生
宮
中
度
命
之
君
。
得
入
南
宮
、
吁
貟
即

鍊
度
於
朽
魂
。
貟
童
日
中
之
生
童
、
即
灌
其
津
）」（
巻
三
16
ａ
）、「
日

童
〔
吁
員
？
〕
が
光
を
と
ど
め
、〔
仙
衜
を
〕
学
ぶ
人
を
救
い
上

げ
る
と
、〔
そ
の
人
の
な
か
に
〕
水
母
の
精
を
灌
ぎ
、
太
和
の
気

を
導
き
入
れ
る
（
日
童
停
光
、
拔
度
學
者
之
人
、
灌
以
水
母
之
精
、

導
以
太
和
之
炁
）」（
巻
四
12
ａ
）、「
鮮
と
は
南
宮
の
童
の
こ
と
で

あ
る
。
学
人
が
〔
南
宮
に
〕
渡
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
鮮
童
が
そ

の
形
容
を
錬
り
、
朱
陵
の
上
に
渡
し
て
や
り
、
福
を
歓
楽
の
堂
に

受
け
る
（
鮮
者
南
宮
之
童
。
學
人
得
度
、
而
鮮
童
鍊
其
形
容
、
度
於

朱
陵
之
上
、
受
福
於
歡樂

之
堂
也
）」（
巻
四
17
ａ
）、「
霊
と
は
九
華

真
人
の
こ
と
で
あ
り
、
南
上
宮
の
な
か
を
治
め
て
お
り
、
九
幽

〔
地
獄
〕
の
下
〔
に
い
る
〕
過
去
の
罪
の
む
く
い
を
負
っ
た
死
魂
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を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
（
靈
者
九
華
眞
人
、
治
南
上
宮
中
、
主
九
幽

之
下
宿
對
死
魂
）」（
巻
三
19
ａ
）、「
飛
生
と
は
南
上
〔
宮
の
〕
更

生
の
神
で
あ
る
。
学
人
が
〔
無
量
〕
洞
章
を
誦
え
る
こ
と
が
で
き

て
、
そ
の
声
が
上
宮
に
届
け
ば
、
諸
天
が
祝
福
し
、
飛
生
が
す
ぐ

に
〔
そ
の
人
の
〕
た
め
に
不
死
の
路
を
開
き
、
長
生
の
気
を
流
し
、

〔
そ
の
人
の
な
か
に
〕
下
っ
て
き
て
五
魂
の
神
を
錬
る
（
飛
生
者

南
上
更
生
之
神
也
。
學
人
能
誦
洞
章
、
聲參

上
宮
、
諸
天
稱
慶
、
飛
生

即爲

開
不
死
之
路
、
流
長
生
之
炁
、
下
鍊
五
魂
之
神
）」（
巻
三
23
ｂ
）。

洞
陽
宮
に
は
、
南
上
好
生
君
の
猷
と
い
う
神
が
い
た
り
、
婆
泥

と
い
う
錬
度
の
霊
童
が
い
た
り
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と

同
じ
よ
う
に
南
宮
に
も
吁
員
や
鮮
童
と
い
う
錬
度
の
神
々
が
い
る

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
洞
陽
宮
は
太
陽
の
宿
る

宮
殿
だ
が
、
員
童
が
日
中
の
生
童
な
の
で
あ
れ
ば
、
彼
の
い
る
南

宮
も
太
陽
の
宮
殿
と
見
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
こ
で
は
南
上
宮
を
南
宮
の
こ
と
と
解
釈
し
た
が
、
元
始
旧
経
の

一
つ
『
太
上
諸
天
霊
書
度
命
妙
経
』（
Ｈ
Ｙ
二
三
）
で
は
、
洞
陽

宮
の
南
上
好
生
君
が
「
南
宮
好
生
之
君
」（
５
ａ
～
ｂ
）
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
神
仙
世
界
あ
る
い
は
天
界

に
お
け
る
成
仙
の
場
所
だ
っ
た
南
宮
と
洞
陽
宮
が
混
同
さ
れ
は
じ

め
て
い
た
の
は
閒
違
い
な
い
。

た
だ
、
洞
陽
宮
が
火
錬
の
場
所
と
さ
れ
て
い
た
の
が
朙
ら
か
な

の
に
対
し
、
こ
の
段
階
で
の
南
宮
の
錬
度
は
員
童
の
津
液
や
水
母

の
精
、
太
和
の
気
、
長
生
の
気
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
火

錬
と
も
水
錬
と
も
い
わ
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
、
古
霊
宝
経

に
お
い
て
南
宮
（
朱
陵
）
が
火
錬
の
場
所
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

『
度
人
経
』
の
幽
棲
註
（
唐
代
）
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、「
夫
魂
魄

昇
仙
、
則
火
鍊
鬼
質
。
生
身
得
衜
、
則
火
鍊
垢
穢
。
初
故
皆
入
南

宮
」（
四
註
本
巻
一
23
ｂ
）
や
「
死
魂
擧
度
於
南
宮
、
則
以
流
火
之

膏
鍊
其
鬼
質
」（
四
註
本
巻
二
39
ａ
）、「
魂
神
上
昇
於
朱
陵
之
宮
、

受
鍊
於
流
火
之
庭
」（
四
註
本
巻
三
48
ａ
）
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

こ
れ
も
南
宮
（
朱
陵
）
が
も
と
も
と
流
火
の
庭
と
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
た
洞
陽
宮
と
混
同
さ
れ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
議
論
か
ら
、『
真
誥
』
本
文
の
南
宮
と
『
五
老
赤
書
』

の
洞
陽
宮
は
、
本
来
そ
れ
ぞ
れ
性
格
を
異
に
し
て
い
た
が
、『
黄

気
陽
精
経
』
を
経
て
『
諸
天
內
音
』
に
至
る
な
か
で
両
者
が
混
同

さ
れ
は
じ
め
、
同
時
に
南
宮
が
錬
度
の
具
体
的
機
能
を
も
つ
場
所
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と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
な
お
、

『
度
人
経
』
に
も
「
制
魔
保
擧
、
度
品
南
宮
、
死
魂
受
鍊
、
仙
化

成
人
」（
四
註
本
巻
二
38
ｂ
。
註
は
省
略
）、「
七
祖
昇
迁
、
永
離
鬼

官
、
魂
度
朱
陵
、
受
鍊
更
生
」（
四
註
本
巻
三
41
ｂ
～
42
ａ
。
註
は

省
略
）
と
あ
り
、
南
宮
（
朱
陵
）
が
受
錬
の
場
所
と
な
っ
て
い
る

が
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
、『
五
老
赤
書
』
と
『
玉
訣
妙
経
』
お

よ
び
新
上
淸
経
の
南
宮
に
ま
だ
そ
の
よ
う
な
機
能
は
な
い
よ
う
で

あ
る（

（3
（

。
『
真
誥
』
本
文
と
比
較
し
た
場
合
、『
諸
天
內
音
』
の
南
宮
に
は

ほ
か
に
も
新
た
な
特
徴
が
あ
る
。
す
で
に
挙
げ
た
資
料
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
第
一
に
、『
黄
気
陽
精
経
』
の
洞
陽
宮

が
本
来
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
死
者
だ
け
で
な
く
、
修
行
し
た
生

者
が
成
仙
す
る
際
に
も
、
南
宮
に
昇
っ
て
受
錬
す
る
と
さ
れ
る
こ

と
。「
鮮
者
南
宮
之
童
。
學
人
得
度
、
而
鮮
童
鍊
其
形
容
、
度
於

朱
陵
之
上
、
受
福
於
歡樂

之
堂
也
」（
巻
四
17
ａ
）。『
度
人
経
』

に
も
「
上
學
之
士
、
修
誦
是
經
、
皆
即
受
度
、
飛
昇
南
宮
」（
四

註
本
巻
一
23
ｂ
）
と
あ
る
。
第
二
に
、
南
宮
が
朙
ら
か
に
上
昇
し

て
ゆ
く
先
す
な
わ
ち
天
界
に
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
挙
げ
る
『
五
老
赤
書
』（
脚
註
39
）

と
『
玉
訣
妙
経
』
の
時
点
で
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

東
晉
中
期
の
南
宮
が
神
仙
世
界
の
朱
火
丹
陵
山
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
第
二
節
で
述
べ
た
通
り
だ
が
、『
真
誥
』
本
文
に

限
っ
て
い
え
ば
、
そ
の
場
所
は
ど
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
死
者
の
場
合
、
そ
の
魂
が
南
宮
で
錬
度
さ
れ
る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。「
吁
貟
則
長
生
宮
中
度
命
之
君
。
得
入
南

宮
、
吁
貟
即鍊

度
於
朽
魂
」（
巻
三
16
ａ
）。
魂
が
南
宮
に
昇
る
と

い
う
記
述
は
、『
玉
訣
妙
経
』
に
も
「
九
祖
種
親
、
腐
骸
更
榮
、

魂
升
南
宮
、
受
化
仙
庭
」（
巻
上
７
ｂ
）
と
あ
り
、
古
霊
宝
経
全

体
に
広
く
見
ら
れ
る（

（3
（

。
こ
れ
は
輪
廻
の
当
体
と
し
て
の
魂
あ
る
い

は
魂
神
を
救
済
す
る
こ
と
に
関
心
を
も
つ
古
霊
宝
経
の
特
徴
と
言

い
換
え
て
も
よ
か
ろ
う
。『
真
誥
』
本
文
お
よ
び
楊
許
の
時
代
の

上
淸
経
で
「
魂
」
と
い
っ
た
場
合
、
体
內
神
と
し
て
の
三
魂
を
指

す
こ
と
が
多
く
、
輪
廻
の
当
体
で
は
な
い
。
そ
れ
が
上
淸
経
と
古

霊
宝
経
の
魂
に
対
す
る
関
心
の
も
ち
方
の
違
い
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
し
、
新
上
淸
経
に
は
「
死
者
の
魂
が
南
宮
に
昇

る
」
と
い
う
記
述
が
散
見
さ
れ
る（

（4
（

。
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第
四
に
、
南
宮
が
成
仙
の
㝡
終
地
点
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方

が
見
え
る
こ
と
。『
真
誥
』
本
文
で
は
、
南
宮
に
行
く
こ
と
は
即

成
仙
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。『
諸
天
內
音
』
に
も
「
生
死
皆
得

度
入
朱
陵
、
受
號爲

仙
」（
巻
二
３
ａ
）
と
あ
り
、
南
宮
（
朱
陵
）

に
行
く
こ
と
が
成
仙
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、

南
宮
が
輪
廻
転
生
し
な
が
ら
成
仙
を
目
指
す
衜
の
り
の
中
継
地
点

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。「〔
大
梵
隠
語
の
書
か
れ
た
〕
そ
の

文
を
身
に
佩
び
れ
ば
、
三
界
の
神
々
が
迎
え
に
あ
が
り
、
七
祖
は

長
夜
（
地
獄
）
か
ら
抜
け
出
し
、
南
宮
に
上
昇
し
、
輪
廻
転
生
し

て
生
ま
れ
落
ち
、
代
々
王
門
（
王
家
）
と
な
る
（
佩
其
文
、
三
界

伺
迎
、
七
祖
出
長
夜
、
上
昇
南
宮
、
輪
轉
化
生
、
世
爲
王
門
）」（
巻
三

11
ｂ
）、「
功
徳
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
再
び
滅
度
（
死
兦
）

し
て
、
南
宮
に
上
昇
す
る
。
朱
陵
が
わ
が
命
籍
を
〔
そ
こ
に
〕
渡

し
、
三
界
が
わ
が
功
名
を
書
け
ば
、
十
方
三
十
二
天
を
周
流
し
、

高
位
の
垩
人
た
ち
と
交
遊
し
、
太
上
の
賓
客
と
な
り
、
十
年
経
っ

た
ら
人
の
世
界
に
還
っ
て
、
そ
の
身
は
〔
人
々
の
〕
師
宗
と
な
る
。

…
…
億
劫
に
わ
た
る
〔
輪
廻
転
生
の
〕
な
か
で
、
諸
煩
悩
が
尽
き

れ
ば
、
福
徳
が
お
の
ず
か
ら
生
じ
、
…
…
三
界
を
超
凌
し
、
天
真

の
位
に
登
る
だ
ろ
う
（
功
德
未
全
、
復
受
滅
度
、
上
昇
南
宮
。
朱
陵

度
我
命
籍
、
三
界
書
我
功
名
、
周
流
十
方
三
十
二
天
、
交
遊
上
垩
、
爲

太
上
之
賓
、
十
年
還
在
人
中
、
身
作
師
宗
。
…
…
億
劫
之
中
、
諸
惡
漏

盡
、
福
德
自
生
、
…
…
超
凌
三
界
、
位
登
天
眞
）」（
巻
四
23
ａ
～
ｂ
）。

南
宮
を
中
継
地
点
と
す
る
考
え
方
は
『
五
老
赤
書
』、『
玉
訣
妙

経
』
お
よ
び
新
上
淸
経
に
は
ま
だ
見
え
な
い
が（

（4
（

、『
太
上
洞
玄
霊

宝
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
経
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
七
）
の
「
七
祖
皆
得
去
離

地
役
、
昇
上
南
宮
、
後
生
人
中
富
貴
之
門
。
積
功
勤
修
、
輪
轉
不

倦
、
尅
得
飛
行
、
上
昇
太
極
、
位
得
神
仙
」（
巻
下
12
ｂ
～
13
ａ
）

や
、『
度
人
経
』
の
「
誦
經
十
遍
、
以
度
尸
形
如
法
、
魂
神
徑
上

南
宮
、
随
其
學
功
、
計
日
而
得
更
生
、
輪
轉
不
滅
、
便
得
神
仙
」

（
四
註
本
巻
三
47
ｂ
～
48
ａ
。
註
は
省
略
）
に
は
よ
り
は
っ
き
り
と

見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
南
宮
が
仏
敎
色
の
强
い
古
霊
宝
経
に
取
り
込

ま
れ
る
こ
と
で
生
じ
て
き
た
変
化
と
い
え
よ
う
。

以
上
、『
諸
天
內
音
』
に
お
け
る
南
宮
の
新
た
な
特
徴
と
し
て
、

錬
度
の
場
所
に
な
っ
た
こ
と
、
天
界
に
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
生
者
成
仙
の
場
所
と
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
死
者
の
場
合
は
そ
の
魂
が
行
く
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
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と
、
成
仙
の
㝡
終
地
点
か
ら
中
継
地
点
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
『
真
誥
』
本
文
の
南
宮
と
比
較
し
た
場
合
に

は
、
た
し
か
に
新
し
い
特
徴
と
い
え
る
が
、
他
の
古
霊
宝
経
と
の

比
較
は
不
十
分
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
五
老
赤
書
』
と
『
玉

訣
妙
経
』
に
関
し
て
は
『
諸
天
內
音
』
よ
り
も
成
立
が
早
い
は
ず

だ
が
、
た
と
え
ば
『
諸
天
內
音
』
と
『
度
人
経
』
の
先
後
関
係
は

先
行
研
究
で
も
見
解
が
分
か
れ
て
お
り（

（4
（

、
に
わ
か
に
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、『
諸
天
內
音
』
も
『
度
人
経
』
も

一
度
に
成
立
し
た
も
の
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
錬
度
観

の
変
迁
を
考
察
す
る
う
え
で
、『
黄
気
陽
精
経
』
か
ら
の
流
れ
を

汲
む
『
諸
天
內
音
』
が
非
常
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
十
分

に
確
か
め
ら
れ
た
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

本
稿
の
目
的
は
六
朝
衜
敎
に
お
け
る
錬
度
観
の
変
迁
、
と
く
に

南
宮
と
洞
陽
宮
に
お
け
る
錬
度
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か

を
た
ど
り
、
そ
の
特
徴
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
㝡

後
に
簡
単
な
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
第
二
節
で
は
、
宋
代

以
降
の
錬
度
儀
に
お
い
て
も
錬
度
の
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
南
宮

が
、
㝡
古
の
出
典
で
あ
る
東
晉
中
期
の
『
真
誥
』
本
文
に
お
い
て
、

ど
う
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
宮
は
尸

解
の
延
長
線
上
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
死
者
成
仙
の
場
所
だ
っ
た

が
、
ま
だ
「
錬
」
と
い
う
言
葉
と
は
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、
基
本

的
に
陰
徳
の
あ
る
死
者
が
形
骸
を
取
り
戻
し
た
後
、
正
式
に
登
録

さ
れ
て
仙
人
に
転
化
さ
れ
る
神
仙
世
界
の
役
所
の
よ
う
な
場
所
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
と
考
え
た
。
第
三
節
で
は
、
魏

晉
の
水
解
、
火
解
か
ら
六
朝
錬
度
へ
の
連
続
性
を
示
す
も
の
と
し

て
、
同
じ
く
火
と
水
の
働
き
に
よ
っ
て
不
死
成
仙
を
目
指
す
、
東

晉
中
期
以
降
の
上
淸
経
に
お
け
る
火
錬
、
水
錬
の
存
思
法
を
取
り

上
げ
た
。
そ
し
て
、『
黄
気
陽
精
経
』
に
至
っ
て
、
そ
の
な
か
で

培
わ
れ
た
「
天
宮
に
お
け
る
錬
形
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
死
者
成
仙
の

な
か
に
新
た
に
持
ち
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第

四
節
で
は
、
東
晉
末
以
降
（
お
そ
ら
く
劉
宋
期
）
の
古
霊
宝
経
『
諸

天
內
音
』
に
お
い
て
、
南
宮
が
『
黄
気
陽
精
経
』
の
受
錬
成
仙
場

所
の
一
つ
だ
っ
た
洞
陽
宮
と
混
同
さ
れ
は
じ
め
、
そ
こ
が
天
界
に

お
け
る
錬
度
の
場
所
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
こ
と
、
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お
よ
び
死
者
の
場
合
は
そ
の
魂
が
錬
度
さ
れ
輪
廻
転
生
す
る
中
継

地
点
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

以
上
が
本
稿
に
お
い
て
筆
者
が
た
ど
り
得
た
、
南
宮
と
洞
陽
宮

を
中
心
と
す
る
錬
度
観
の
変
迁
で
あ
る
。
衜
敎
史
の
大
き
な
流
れ

か
ら
見
た
場
合
、
折
に
触
れ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
錬
度
は
一
面

に
お
い
て
尸
解
の
延
長
線
上
に
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
ス
ピ
ン
ア

ウ
ト
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
あ
え
て
図
式

化
し
て
示
せ
ば
、
一
つ
は
尸
解
か
ら
太
陰
錬
形
、
南
宮
成
仙
（
主

に
陰
徳
に
よ
る
）
へ
と
い
う
流
れ
が
あ
り
、
も
う
一
つ
は
尸
解
か

ら
水
解
、
火
解
、
そ
こ
か
ら
存
思
に
お
け
る
火
錬
、
水
錬
（
主
に

修
行
に
よ
る
）
へ
と
い
う
流
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の

流
れ
が
古
霊
宝
経
の
な
か
で
再
び
合
流
す
る
と
同
時
に
、
も
と
も

と
尸
解
だ
っ
た
も
の
が
輪
廻
転
生
の
色
を
帯
び
は
じ
め
る
。
実
際
、

『
諸
天
內
音
』
ま
で
の
死
者
成
仙
と
し
て
の
錬
度
は
、『
黄
気
陽
精

経
』
に
「
縱
不
得
白
日
飛
騰
、
隱
化
之
日
、
自
然
即
變
、
上
昇
金

門
四
鄕
之
宮
、
更
受
鍊
於
玉
池
」（
28
ｂ
）
や
『
諸
天
內
音
』
に

「
功
德
未
全
、
復
受
滅
度
、
上
昇
南
宮
」（
巻
四
23
ａ
）
と
あ
っ
た

よ
う
に
、
敎
理
的
に
見
れ
ば
、
尸
解
仙
が
天
仙
、
地
仙
の
下
位
に

置
か
れ
て
い
た
『
抱
朴
子
內
篇
』
時
代
の
尸
解
の
影
を
色
濃
く
引

き
ず
っ
て
い
る（

（4
（

。
た
だ
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
錬
度
観

が
『
五
錬
生
尸
経
』
に
流
れ
込
み
、
そ
れ
が
や
が
て
六
朝
か
ら
唐

代
に
か
け
て
の
衜
敎
葬
送
儀
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ（

（4
（

、
宋
代
以
降

の
錬
度
儀
の
原
型
に
も
な
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ

こ
に
洞
天
の
場
合
と
同
じ
く（

（4
（

、
敎
理
的
に
下
位
に
置
か
れ
た
も
の

が
、
か
え
っ
て
そ
の
敎
え
の
暜
遍
化
に
お
い
て
力
を
発
揮
す
る
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
垣
閒
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

主
要
参
考
文
献
一
覧

廣瀬

直
記
「
六
朝
衜
敎
上
淸
派
再
考
―
―
陶
弘
景
を
中
心
に
」、
早
稲

田
大
学
愽
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
七
年
。

―
―
―
―
「
二
許
与
洞
天
」、
呂
舟
／
崔
光
海
主
編
『
２
０
１
９
年
第

一
届
洞
天
福
地
研
究
与
保
護
国
際
研
討
会
論
文
集
』
所
収
、
科
学

出
版
社
、
二
〇
二
一
年
。

神
塚
淑
子
『
六
朝
衜
敎
思
想
の
研
究
』、
創
文
社
、
一
九
九
九
年
。

金
志
玹
「
上
淸
経
に
お
け
る
水
と
火
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
―
―
修
行
論
と

救
済
論
―
―
」、
武
田
時
昌
編
『
陰
陽
五
行
の
サ
イ
エ
ン
ス
思
想

編
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
。

小
南
一
郎
「
衜
敎
信
仰
と
死
者
の
救
済
」、『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
七
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四
八

号
別
册
、
一
九
八
八
年
。

劉
陶
『
宋
代
衜
敎
炼
度
研
究
』、
儒
衜
釈
愽
士
論
文
叢
書
、
巴
蜀
書
社
、

二
〇
二
三
年
。

劉
屹
『
六
朝
衜
敎
古
靈寶經


的
歴
史
學
研
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
。

丸
山
宏
『
衜
敎
儀
礼
文
書
の
歴
史
的
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
。

松
本
浩
一
『
宋
代
の
衜
敎
と
民
閒
信
仰
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
。

三
浦
國
雄
「
垩
地
と
し
て
の
墓
」、『
洞
天
福
地
研
究
』
第
七
号
、
二
〇

一
七
年
。

―
―
―
―
「
墓
室
か
ら
洞
天
へ
」、『
洞
天
福
地
研
究
』
第
九
号
、
二
〇

一
九
年
。

Robinet, Isabelle. La révélation du Shangqing dans l'histoire 
du taoïsm

e. École Française d'Extrêm
e-O

rient, vol. 137, 
Paris, 1984.

Schipper, K
ristofer. and V

erellen, Franciscus. (eds. ) T
he 

T
aoist Canon: A

 H
istorical Com

panion to the D
aozang. 

U
niversity of Chicago Press, 2004.

施
秦
生
「
度
上
南
宮
：
南
天
星
神
与
古
灵
宝
经
的
炼
度
思
想
」、『
老
子

學
刊
』
第
二
二
輯
、
二
〇
二
三
年
。

謝
世
維
『
大
梵
彌
羅
：
中
古
時
期
衜
敎
經
典
中
的
佛
敎
』、
台
湾
商
務

印
書
館
、
二
〇
一
三
年
。

葉
聰
霈
「
宋
元
時
期
衜
敎
「
太
極
煉
度
」
考
探
」、
天
主
敎
輔
仁
大
学

宗
敎
学
研
究
所
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
七
年
。

吉
川
忠
夫
「
日
中
無
影
―
―
尸
解
仙
考
」、
吉
川
忠
夫
編
『
中
国
古
衜

敎
史
研
究
』
所
収
、
同
朋
舍
出
版
、
一
九
九
二
年
。

張
超
然
「
系
譜
・
敎
法
及
其
整
合
：
東
晉
南
朝
衜
敎
上
淸
経
派
的
基
礎

研
究
」、
国
立
政
治
大
学
中
国
文
学
系
九
十
六
学
年
度
愽
士
学
位

論
文
、
二
〇
〇
八
年
。

註（
1
）　

詳
し
く
は
、
松
本
（
二
〇
〇
六
）
一
六
一
～
一
七
五
頁
を
参
照
。

（
2
）　

松
本
（
二
〇
〇
六
）
一
三
九
頁
。
初
出
は
「
葬
礼
・
祭
礼
に

み
る
宋
代
宗
敎
史
の
一
傾
向
」、
宋
代
史
研
究
会
編
『
宋
代
の
社

会
と
文
化
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
三
年
、
一
七
五
～
一
七

六
頁
。

（
3
）　

丸
山
（
二
〇
〇
四
）
三
〇
三
～
三
〇
六
頁
。
初
出
は
「
台
南

南
部
の
功
徳
に
つ
い
て
―
―
衜
敎
儀
礼
史
か
ら
の
考
察
―
―
」、

野
口
鐵
郎
編
『
中
国
史
に
お
け
る
敎
と
国
家
』
所
収
、
雄
山
閣
出

版
、
一
九
九
四
年
、
二
九
～
三
一
頁
。

（
4
）　

謝
世
維
（
二
〇
一
三
）
第
二
章
「
太
陰
練
形
：
六
朝
衜
敎
経

典
當
中
的
死
後
修
練
與
兦
者
救
度
」。

（
5
）　

劉
屹
（
二
〇
一
八
）
第
九
章
第
五
節
「
晉
唐
宋
朙
衜
敎
的

〝
煉
度
〟
主
題
」。

（
6
）　

葉
聰
霈
（
二
〇
一
七
）
第
一
章
第
一
節
「
再
論
六
朝
至
宋
元

時
期
的
「
煉
度
」
主
題
」、
劉
陶
（
二
〇
二
三
）
第
一
章
第
一
節

「
早
期
衜
敎
〝
炼
度
〟
之
义
」、
施
秦
生
（
二
〇
二
三
）
第
二
節
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四
九

「
长
生
与
火
炼
：
古
灵
宝
经
中
的
南
天
星
神
神
格
及
其
炼
度
功
能
」。

（
7
）　

神
塚
（
一
九
九
九
）
四
五
頁
。

（
8
）　

金
志
玹
（
二
〇
一
一
）
一
三
七
頁
。

（
9
）　

劉
屹
（
二
〇
一
八
）
七
一
七
頁
。

（
10
）　

施
秦
生
（
二
〇
二
三
）
一
三
三
～
一
三
四
頁
。
な
お
、
謝
世

維
（
二
〇
一
三
）、
劉
陶
（
二
〇
二
三
）
で
は
『
真
誥
』
の
南
宮

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
11
）　

た
だ
し
、
漢
代
の
宮
殿
を
指
す
「
南
宮
淸
涼
台
」（
巻
九
20

ａ
）
は
除
外
し
た
。
施
秦
生
（
二
〇
二
三
）
一
三
二
～
一
三
三
頁
。

（
12
）　
『
上
淸
太
上
八
素
真
経
』
に
つ
い
て
は
、
廣瀬

（
二
〇
一
七
）

二
二
五
～
二
二
七
頁
、『
紫
陽
真
人
內
伝
』
に
つ
い
て
は
、
張
超

然
（
二
〇
〇
八
）
第
二
章
「
由
仙
而
真
：《
紫
陽
真
人
內
傳
》
所

標
示
的
新
修
衜
路
徑
」
を
参
照
。『
仙
忌
真
記
』
に
つ
い
て
は
、

T
he T

aoist Canon, vol. 1, pp. 150-153, 
お
よ
び
『
太
平
御

覧
』「
衜
部
二
」
所
引
の
『
登
真
隠
訣
』（『
中
華
衜
蔵
』
第
二
十

八
册
、
五
七
三
頁
上
段
）
を
参
照
。

（
13
）　

一
万
回
読
誦
す
れ
ば
仙
人
に
な
れ
る
と
さ
れ
る
の
は
『
大
洞

真
経
』
で
あ
る
。『
真
誥
』
巻
五
本
文
11
ｂ
、
15
ａ
を
参
照
。

（
14
）　

廣瀬

（
二
〇
二
一
）
一
六
九
～
一
七
〇
頁
。

（
15
）　

こ
こ
で
「
身
」
や
「
形
」
と
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
何
を
指

す
の
か
若
干
の
あ
い
ま
い
さ
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の

は
、『
真
誥
』
本
文
で
は
「
虚靈

可
見
、
萬
鬼
滅
身
」（
巻
九
10

ａ
）
や
「
石
精
玉
馬
、
照
知
鬼
形
」（
巻
十
八
５
ｂ
）
と
あ
る
よ

う
に
、
死
者
で
あ
る
鬼
に
も
「
身
」
が
あ
り
「
形
」
が
あ
る
と
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
以
下
に
述
べ
る
辛

玄
子
と
何
次
衜
の
場
合
は
、
鬼
の
そ
れ
で
な
い
こ
と
は
朙
ら
か
だ

ろ
う
。

（
16
）　

霊
神
と
は
、
仙
人
よ
り
も
位
の
低
い
山
川
の
神
々
の
よ
う
な

存
在
だ
と
思
わ
れ
る
。『
五
嶽
真
形
序
論
』（
Ｈ
Ｙ
一
二
七
一
）
に

「
山
無
大
小
皆
有
靈
神
。
神
來
形
見
、
自
稱
某
山
某
（
中
）〔
甲
？
〕

來
迎
拜
也
」（
20
ｂ
）
と
あ
る
。

（
17
）　

三
浦
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
肉
体
が
な
け
れ
ば
成
仙
で
き

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
浦
（
二
〇
一
七
）
六
頁
。

（
18
）　

施
秦
生
氏
は
「「
南
宮
」
は
初
期
上
淸
経
派
の
南
岳
崇
拝
の
產

物
で
あ
り
、「
朱
陵
」
南
岳
霍
山
と
対
応
す
る
仙
界
の
天
宮
、
司

命
の
府
を
指
す
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な

る
同
時
代
資
料
が
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
賛
成
で
き
な
い
。
施
秦

生
（
二
〇
二
三
）
一
三
四
頁
。

（
19
）　

脚
註
15
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
真
誥
』
本
文
で
は
死
者
で
あ
る

鬼
に
も
「
身
」
が
あ
り
「
形
」
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
陶

註
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
こ
で
錬
ら
れ
る

「
形
」
は
鬼
形
の
こ
と
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

『
真
誥
』
本
文
お
よ
び
陶
弘
景
が
「
質
」
あ
る
い
は
「
質
形
」
と

い
っ
た
場
合
に
は
、「
形
」
以
上
に
よ
り
肉
体
的
な
も
の
を
指
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、『
真
誥
』
巻
十
六
の
本
文
に

は
、
先
祖
の
功
徳
に
よ
っ
て
尸
解
を
遂
げ
た
者
は
、
足
の
骨
一
本
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五
〇

を
三
官
に
差
し
出
す
の
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
陶
註
に

は
「
此
骨
恐
是
質
形
之
骨
、
非
神
形
之
骨
」（
12
ａ
）
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
「
神
形
」
と
対
比
さ
れ
る
「
質
形
」
が
人
の
肉

体
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

（
20
）　
『
真
誥
』
で
は
尸
解
と
太
陰
錬
形
に
関
す
る
記
事
が
一
か
所
に

集
め
ら
れ
て
お
り
、『
無
上
秘
要
』
で
も
太
陰
錬
形
が
「
尸
解
品
」

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）　
『
真
誥
』
巻
十
四
本
文
の
「
豈
同
腐
骸
太
隂
、
以
肉
餉
螻
蟻
者

哉
」（
17
ｂ
）
と
い
う
表
現
は
、
太
陰
が
地
中
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

（
22
）　

神
塚
（
一
九
九
九
）
四
四
頁
。

（
23
）　

三
浦
（
二
〇
一
九
）
七
頁
。

（
24
）　
『
真
誥
』
巻
四
本
文
に
「
白
日
去
謂
之
上
尸
解
。
夜
半
去
謂
之

下
尸
解
。
向
曉
向
暮
之
際
、
而
謂
之
地
下
主
者
也
」（
17
ａ
）
と

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
地
下
主
者
に
な
る
こ
と
も
尸
解
の
一
種

な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
真
誥
』
巻
五
本
文
に
「
君
曰
、
有
尸
解

乃
過
者
、
乃
有
數
種
。
並
是
仙
之
數
也
。
尸
解
之
仙
、
不
得
御
華

蓋
、
乘
飛
龍
、
登
太
極
、
遊
九
宮
也
」（
15
ｂ
）
と
あ
り
、
陶
弘

景
が
「
此
謂
自
然
得
尸
解
、
爲
地
下
主
者
之
類
耳
。
非
云
託
化
遯

變
之
例
也
」（
15
ｂ
）
と
註
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
地

下
主
者
が
尸
解
仙
の
一
種
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
25
）　

廣瀬

（
二
〇
二
一
）
一
六
九
～
一
七
〇
頁
お
よ
び
『
真
誥
』

巻
九
19
ｂ
な
ど
。

（
26
）　

謝
世
維
（
二
〇
一
三
）
一
〇
五
頁
。

（
27
）　

劉
陶
（
二
〇
二
三
）
二
六
頁
。

（
28
）　

こ
こ
ま
で
、
劉
屹
（
二
〇
一
八
）
七
二
〇
～
七
二
一
頁
、
七

二
六
～
七
二
七
頁
を
参
照
。

（
29
）　

金
志
玹
（
二
〇
一
一
）
Ⅲ
「
水
火
に
よ
る
錬
成
と
再
生
」、
葉

聰
霈
（
二
〇
一
七
）
第
一
章
第
一
節
一
「
水
火
之
閒
：
上
淸
經
與

靈寶經


的
度
兦
思
想
交
流
」、
劉
陶
（
二
〇
二
三
）
第
一
章
第
一

節
三
「
水
火
自
炼
」。
な
お
、
葉
氏
は
祝
逸
雯
「
宋
元
時
期
衜
敎

鍊
度
文
獻
研
究
」（
香
港
中
文
大
学
宗
敎
研
究
課
程
哲
学
愽
士
論

文
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
考
に
金
志
玹
（
二
〇
一
一
）
に
言
及
し

て
い
る
。

（
30
）　

金
志
玹
（
二
〇
一
一
）
一
三
三
頁
。

（
31
）　

T
he T

aoist Canon, vol. 1, pp. 158-159, 

廣瀬

（
二
〇
一

七
）
二
四
二
～
二
四
三
頁
。

（
32
）　

Robinet 1984, tom
e 2, p. 95. 

金
志
玹
（
二
〇
一
一
）
は
そ

れ
を
楊
羲
に
諬
示
さ
れ
た
も
の
に
近
い
と
す
る
が
、
賛
成
で
き
な

い
。
詳
し
い
考
証
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
上
淸
経
に
は
廣瀬

（
二

〇
一
七
）
第
三
部
第
三
章
「
上
淸
経
成
立
年
代
補
正
―
―
ロ
ビ
ネ

氏
の
研
究
を
基
礎
に
」
に
挙
げ
た
楊
許
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
す
徴
候
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。

（
33
）　

謝
世
維
（
二
〇
一
三
）
一
五
二
頁
、
劉
屹
（
二
〇
一
八
）
三

四
一
頁
。

（
34
）　

紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
な
考
証
は
省
略
す
る
が
、
経
典
の
成



六
朝
衜
敎
に
お
け
る
錬
度
観
の
変
迁

五
一

立
に
関
し
て
自
然
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
や
、
上
金
の
法
信

規
定
な
ど
で
あ
る
（
14
ａ
～
ｂ
、
22
ｂ
、
28
ａ
、
27
ｂ
）。

（
35
）　

古
霊
宝
経
の
な
か
で
南
斗
や
南
宮
、
南
昌
、
南
極
な
ど
の
槪

念
が
融
合
し
た
こ
と
は
、
施
秦
生
（
二
〇
二
三
）
で
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
36
）　

次
段
落
で
見
る
よ
う
に
、
南
宮
に
も
長
生
宮
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
37
）　

施
秦
生
（
二
〇
二
三
）
に
は
、
長
生
に
関
わ
る
南
斗
や
南
宮
、

南
昌
、
南
極
の
神
々
が
、
古
霊
宝
経
に
至
っ
て
融
合
す
る
と
同
時

に
、
五
行
思
想
の
「
南
―
火
」
の
関
係
を
媒
介
に
、
元
始
天
尊
が

「
霊
宝
真
文
」
を
火
で
錬
っ
た
話
や
、
阿
丘
曾
が
火
に
よ
っ
て
女

か
ら
男
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
求
仙
し
た
話
と
も
つ
な
が
り
、
結
果
、

南
斗
な
ど
の
神
々
に
「
火
錬
」
の
機
能
が
顕
著
に
な
っ
た
、
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
施
氏
の
主
張
は
本
稿
に
類
す
る
方
向
性
を
示
し

て
い
る
が
、
一
方
で
南
宮
を
『
真
誥
』
に
も
と
づ
い
て
「
長
生
を

象
徴
し
か
つ
死
魂
を
煉
化
で
き
る
」（
一
三
三
頁
）
場
所
と
し
て

お
り
、
本
稿
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
南
宮
を
火
錬
の
場

所
と
す
る
記
述
が
現
わ
れ
る
の
は
唐
代
以
降
と
見
て
お
り
、
と
り

わ
け
南
宮
と
洞
陽
宮
と
の
混
同
に
註
目
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
析

も
施
氏
の
論
文
に
は
な
か
っ
た
。

（
38
）　
『
玉
訣
妙
経
』
に
阿
丘
曾
が
女
子
か
ら
男
身
に
生
ま
れ
変
わ
る

際
の
描
写
が
あ
り
、「
朱
宮
書
其
紫
名
、
化
其
形
骸
於
元
君
之
胞
」

（
巻
下
３
ｂ
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
錬
度
に
や
や
似
て
い
る
が
、

ま
だ
「
錬
」
と
い
う
言
葉
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

（
39
）　

た
だ
し
、『
五
老
赤
書
』
に
は
「
功
德
之
大
、
上
延
七
祖
、
解

脫
三
塗
五
苦
八
難
、
上
昇
天
堂
、
受
仙
南
宮
」（
巻
下
11
ｂ
）
と

見
え
る
の
み
で
あ
る
。

（
40
）　
『
上
淸
元
始
変
化
宝
真
上
経
九
霊
太
妙
龜
山
玄
籙
』
巻
下
47
ｂ
、

『
上
淸
大
洞
真
経
』
巻
三
16
ａ
、『
洞
真
太
上
素
霊
洞
元
大
有
妙

経
』
４
ｂ
な
ど
。

（
41
）　
『
玉
訣
妙
経
』
に
は
「
拔
度
某
家
九
祖
父
母
、
昇
入
南
宮
、
冠

帶
枯
骨
、
反
骸
生
華
、
輪
轉
窮
䰟
、
化
生
仙
門
」（
巻
下
30
ａ
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
で
は
な
く
仙
人
に
生
ま
れ
変

わ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
42
）　

謝
世
維
（
二
〇
一
三
）
一
〇
八
頁
、
劉
屹
（
二
〇
一
八
）
七

一
八
頁
。

（
43
）　

尸
解
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
は
吉
川
（
一
九
九

二
）
を
参
照
。

（
44
）　
『
五
錬
生
尸
経
』
に
も
と
づ
く
霊
宝
五
方
鎮
墓
石
が
唐
代
の
墓

か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
小
南
（
一
九
八

八
）、
謝
世
維
（
二
〇
一
三
）
一
一
二
～
一
一
三
頁
、
劉
屹
（
二

〇
一
八
）
第
九
章
第
四
節
「
唐
代
的
靈寶

五
方
鎮
墓
石
研
究
」。

ま
た
、『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
巻
十
五
、
十
六
「
衜
士
吉
凶
儀
」

の
「
葬
送
儀
第
七
」
に
も
『
五
錬
生
尸
経
』
を
用
い
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
45
）　

廣瀬

（
二
〇
二
一
）。
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六朝道教中炼度观的演变——以南宫和洞阳宫为中心
广濑　直记

本文的目的是追踪六朝道教中炼度观的演变，特别是南宫和洞阳宫的炼度是如
何形成的，并揭示其特点。为此，本文重点讨论了《真诰》正文、《上清黄气阳精三
道顺行经》和《太上灵宝诸天内音自然玉字》中关于南宫和洞阳宫的相关记载。

在第二节中，本文首先分析了作为炼度场所而闻名的南宫，在㝡早的出处《真诰》
正文中（东晋中期）是如何描绘的，并得出以下结论：南宫被定位为尸解延续线上的
死者成仙之地，但尚未与 “炼 ”这一概念相联系，基本上只是被描述为具有阴德的死
者在恢复形骸后，正式註冊并转化为仙人的神仙世界中的一种官署。

第三节讨论了魏晋时期的水解、火解与六朝炼度之间的连续性，着重介绍了东

晋中期以后上清经中通过火与水的作用来追求不死成仙的火炼和水炼的存思法，并指
出很可能在《上清黄气阳精三道顺行经》中所培养的“天宫中的炼形”形象被引入到
死者成仙的过程中。

在第四节中，提到东晋末期以后（很可能是刘宋时期）的古灵宝经《太上灵宝

诸天内音自然玉字》中，南宫开始与《上清黄气阳精三道顺行经》中的受炼成仙之地
之一的洞阳宫混淆，并且开始被描绘为天界中的炼度场所，以及对于死者来说，它被
描绘为灵魂炼度和轮回转生的中继点。

从道教历史的大趋势来看，炼度可以在某种程度上被视为尸解的延续，或者是
从中衍生出来的东西。本文将这一过程理解为一方面是从尸解到太阴炼形、南宫成仙
的演变路径，另一方面是从尸解到水解、火解，再到存思法中的火炼、水炼。㝡终，
这两条路径在古灵宝经中再次汇合的同时，原本属于尸解的内容开始带有轮回转生的
色彩。这就是本文所展示的炼度观的演变。




